
山
里
に
福
と
笑
い
を

（
関
連
記
事
16
ペ
ー
ジ
）

新年のごあいさつ
八女市男女共同参画推進審議会委員募集　ほか
新春初詣イベント情報
所得税・市県民税 平成24年分の申告が始まります
郷土史サロン⑤　矢部川災害史④

2
3
4～5
6～7
10

【今月の主な内容】

１2013(平成25年)
No.1011

広報



2　2013.1.1　広報やめ

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か

し
い
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
、
市
議
会
に
対
す
る
あ
た
た
か

い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
市
議
会
で
は
、
皆
さ
ま
の
負
託
に

応
え
る
べ
く
、
論
議
を
尽
く
し
な
が
ら
、
議
会

改
革
と
市
政
へ
の
提
言
お
よ
び
点
検
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
新
年
を
迎
え
一
段
の
躍
進
を
期
し

て
清
新
の
気
が
み
な
ぎ
る
の
を
覚
え
ま
す
。

昨
年
は
、
７
月
に
九
州
北
部
を
襲
っ
た
集
中

豪
雨
に
よ
り
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
が
、
八
女
市
に
お
い
て
も
13
日
か
ら
14

日
に
か
け
て
の
豪
雨
に
よ
っ
て
、
市
内
各
地
で

未
曾
有
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
特
に
星
野

川
、
笠
原
川
流
域
の
被
害
は
す
さ
ま
じ
く
、
お

二
人
の
犠
牲
者
と
多
く
の
家
屋
損
壊
、
そ
し
て

八
女
の
産
業
基
盤
で
あ
る
農
地
の
被
災
等
、
昭

和
28
年
に
発
生
し
た
大
水
害
を
大
き
く
上
回
る

被
害
が
発
生
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
に
大

き
な
不
安
を
与
え
て
い
ま
す
。
災
害
か
ら
半
年

を
迎
え
ま
し
た
が
、
そ
の
傷
跡
は
依
然
と
し
て

残
り
、
仮
設
住
宅
や
住
み
慣
れ
た
地
域
を
離
れ

て
、
不
便
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
方
も
多

数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
災

さ
れ
た
皆
さ
ま
の
「
ふ
る
さ
と
の
再
生
」
へ
の

思
い
は
強
く
、
地
域
の
絆
を
よ
り
深
め
る
た
め

に
、
地
域
一
丸
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
さ
れ

る
な
ど
、
そ
の
熱
情
に
心
か
ら
敬
服
す
る
次
第

で
す
。
市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
執
行
部
と
の

協
働
の
も
と
に
「
ふ
る
さ
と
の
恵
み
を
生
か
し
、

安
心
し
て
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
」
あ
た
ら
し
い

故
郷
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
に
創
意
工
夫
を
重

ね
、
市
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
期
待
に
応
え
る
べ

く
決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
議
会
で
は
、
自
ら
の
創
意
と
工
夫
に
よ
っ

て
、
市
民
と
の
協
調
の
も
と
に
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
、
さ
ら
に
は
議
会
の
公
正
性
・
透
明
性

を
確
保
し
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
、
市
民
参

加
を
推
進
す
る
議
会
を
目
指
す
た
め
の
「
議
会

報
告
会
」
を
、
昨
年
も
市
内
21
か
所
で
開
催
し

ま
し
た
が
、
執
行
部
へ
働
き
か
け
る
必
要
が
あ

る
も
の
、
あ
る
い
は
議
会
自
ら
が
率
先
し
て
や
っ

て
い
く
べ
き
課
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご

意
見
を
議
会
あ
る
い
は
議
員
活
動
の
礎
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
議
会
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
方
に
と
っ
て
素
晴
ら

し
い
年
に
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
ま
し
て
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
の
再
生
を
期
す
」

「
新
た
な
成
長
と
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
」

八
女
市
議
会
議
長
　
井
上
　
賢
治

八
女
市
長
　
三
田
村 

統
之

平
成
25
年
の
年
頭
に
あ
た
り
謹
ん
で
ご
あ
い

さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
市
政
推
進
に
あ
た
り
、
市
民
の

皆
さ
ま
に
は
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
先
に
行
わ
れ
た
市
長
選
挙
に

お
い
て
、
無
投
票
と
い
う
形
で
再
び
市
民
の
皆

さ
ま
の
負
託
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
政
を
お

預
か
り
す
る
者
と
し
て
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を

実
感
し
、
決
意
も
新
た
に
し
て
い
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
昨
年
７
月
に
九
州
北
部
を
襲
っ
た
豪

雨
は
、
当
市
に
お
き
ま
し
て
も
市
民
の
尊
い
命

を
奪
う
と
と
も
に
道
路
や
河
川
の
損
壊
、
家
屋

の
全
半
壊
や
、
床
上
・
床
下
浸
水
な
ど
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
生
活
と

農
業
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
産
業
に
も
甚
大

な
被
害
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
こ
の
災
害
か
ら
の

「
早
急
な
復
旧
・
復
興
」
と
「
被
災
の
検
証
を

通
し
た
万
全
の
備
え
」
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
豪
雨
災
害
で
受
け
た
災
害
の
復
旧

を
で
き
る
だ
け
迅
速
に
行
う
と
と
も
に
、
そ
し

て
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
備
え
、

今
回
の
災
害
を
検
証
し
て
そ
の
課
題
解
決
に

向
け
て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
災
害
に
際
し
、
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
あ
た
た
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
厚
意
が
被
災
さ
れ
た
市
民
の

方
々
の
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
早
急
な
復
旧
・
復
興
」
と
「
被
災
の
検
証

を
通
し
た
万
全
の
備
え
」
と
同
時
に
、
第
４
次

総
合
計
画
に
示
し
た
基
本
目
標
に
向
か
っ
て
、

「
新
し
い
八
女
市
づ
く
り
」
に
努
力
し
て
い
き
ま

す
。
基
礎
と
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
に
豊

富
な
地
域
資
源
を
八
女
市
の
大
き
な
魅
力
と
し

て
活
用
し
、
特
に
定
住
環
境
の
整
備
に
目
を
向

け
、
産
業
振
興
や
雇
用
対
策
か
ら
高
齢
者
・
子

育
て
支
援
に
至
る
広
い
範
囲
で
定
住
促
進
の
視

点
か
ら
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

一つ
ひ
と
つ
の
事
業
を
確
実
に
丁
寧
に
進
め

な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
「
誰

も
が
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
を
誇
れ
る

ま
ち
」
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

結
び
に
、
現
在
一
歩
一
歩
、
復
旧
復
興
へ
の

歩
み
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
さ
ら
な
る
市
勢
発
展
の

た
め
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

災
害
後
、
初
め
て
迎
え
る
新
し
い
年
が
、
皆
さ

ま
に
と
り
ま
し
て
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
一
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

新年のごあいさつ
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団体名（代表者名） 活動内容 事業概要

白木地区地域振興会議
（入江博司）

白木コミュニティセンター 
グラウンド改修

（H24.11～ H25.3）

グラウンドの排水が悪く、周辺には不要な樹木や土砂・老朽化したフェ
ンスがある。グラウンドの整地工事および周辺整備を実施し、振興会
議の基本方針にある「ふれあいを大切にした交流の場づくり」を目指す。

白木地区地域振興会議
（入江博司）

白木地区地域振興計画策定
（H24.12 ～ H25.3）

地域振興計画を作成し、将来の白木地区のビジョンを明確にする。24
年度は主に地域の現状を調査し、地域の課題の掘り起こしを行う。

白木地区地域振興会議
（入江博司）

白木地区地域振興計画策定
（H25.4 ～ H26.3）

地域振興計画を作成し、将来の白木地区のビジョンを明確にする。地
域の施策方針や取り組む事業を計画書にまとめる。

矢部地域づくり協議会
（田島冨士雄）

日向神千本桜を守ろう
（H24.12 ～ H25.3）

景勝である「日向神千本桜」を更新継続させ、次世代につなぐ目的で
桜の植栽を行う。また、2次災害防止のために市有管理河川の流木の除
去など河川内の清掃活動を行う。

大淵地区自治運営協議会
（稗田昭一郎）

コメ花プロジェクト
（H25.4 ～ H26.3）

耕作放棄地を復元させここで収穫された米をブランド化して販売し、そ
の消費者をサポーターとして登録。サポーター参加型の田植え・草刈り・
花植え事業を開催し口コミで消費者拡大を図る。（平成25年度12a復元）

八幡校区まちづくり協議会
（牛島眞道）

やはた多目的広場をみんなで
つくろう（第2期）

（H25.4 ～ H25.5）

耕作放棄地および荒廃した雑種地を活用し、高齢者の生きがい対策や
健康づくり、また子どもから老人までの多世代交流を目的とした「多目
的広場」を整備する。

八幡校区まちづくり協議会
（牛島眞道）

八幡校区地域振興計画の策定
（H24.12 ～ H25.3）

地域振興計画を作成し、将来の八幡校区のビジョンを明確にする。24
年度は主に地域の現状を調査し、地域の課題の掘り起こしを行う。

八幡校区まちづくり協議会
（牛島眞道）

八幡校区地域振興計画の策定
（H25.4 ～ H26.3）

地域振興計画を作成し、将来の八幡校区のビジョンを明確にする。地
域の施策方針や取り組む事業を計画書にまとめる。

北山地区地域振興会議
（近見泰治）

猪肉加工施設の研修
（H24.11～ H25.2）

猪肉加工場を視察研修し、わなの設置場所、加工施設の運営方法等を
調査する。また猪の解体技術を学ぶ。

▼平成24年度地域づくり提案助成事業採択団体（第2次募集分）

平成24年度八女市地域づ
くり提案事業「第2次募集」

9件を採択

平成24年度八女市地域づくり提案事業の第2次募集（10月1日～ 31日）をしたところ、
まちづくり協議会等の各団体から９件の事業申請（24年度分５件、25年度分４件）
があり、11月13日に両副市長、教育長、市民見識者等による審査会において、９件
すべてを（合計約320万円）を採択しました。採択団体は、交付決定を受け11月末
から各地域で事業を展開されています。皆さんのご理解とご協力をお願いします。
団体の活動状況等については、市広報や市民ホームページで紹介していく予定です。
⃝問い合わせ＝地域支援課地域づくり支援係（☎２３・１２２４）

「
八
女
市
男
女
共
同
参
画
推
進
審
議

会
」
は
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
そ
れ
ら

の
施
策
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
意
見
を
述

べ
た
り
、
行
動
計
画
の
策
定
や
変
更
等
の

重
要
な
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
た
り

す
る
た
め
に
条
例
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ

て
い
る
審
議
会
で
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
幅
広
い
ご
意
見
を
施
策

に
生
か
し
て
い
く
た
め
に
、
次
の
と
お
り

審
議
会
委
員
の
一
部
を
公
募
し
ま
す
。

◦
職
務
＝
八
女
市
男
女
共
同
参
画
推
進
審

議
会
委
員
と
し
て
委
嘱
を
受
け
た
後
、
本

市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ

い
て
調
査
お
よ
び
審
議
を
行
い
ま
す
。

◦
任
期
＝
委
嘱
を
受
け
た
日
か
ら
２
年
間

◦
応
募
資
格
＝

①
八
女
市
内
に
居
住
す
る
満
20
歳
以
上
の

人
（
平
成
25
年
１
月
１
日
現
在
）

②
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
関
心
が
あ

り
、
年
数
回
、
平
日
に
開
催
す
る
審
議
会

に
出
席
で
き
る
人

③
本
市
に
お
け
る
他
の
審
議
会
や
協
議
会

等
の
附
属
機
関
の
委
員
と
し
て
就
任
し
て

い
る
人
（
就
任
予
定
の
人
を
含
む
）
は
除

き
ま
す
。

◦
報
酬
等
＝
日
額
４
５
０
０
円
×
審
議
会

の
開
催
日
数

◦
募
集
人
員
＝
若
干
名

◦
応
募
方
法
＝
次
の
必
要
書
類
を
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
男
女
共
同
参
画
推

進
係
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。（
１
月
17
日
必
着
）

ア
所
定
の
応
募
用
紙
（
男
女
共
同
参
画
・

生
涯
学
習
課
、
黒
木
総
合
支
所
、
各
支
所

に
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）

イ
次
の
テ
ー
マ
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
一
つ

に
つ
い
て
８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
た
作

文
（
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
）

〈
テ
ー
マ
〉「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り

に
つ
い
て
あ
な
た
が
思
う
こ
と
」「
こ
れ
か

ら
の
八
女
市
に
つ
い
て
あ
な
た
が
思
う
こ

と
」「
職
場
や
地
域
・
家
庭
で
あ
な
た
が

思
う
こ
と
」

◦
応
募
期
間
＝
１
月
４
日
㈮
～
17
日
㈭

◦
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
お
よ
び
面
接
審

査
。
結
果
は
応
募
者
に
通
知
し
ま
す
。

◦
注
意
事
項
＝

①
応
募
書
類
に
虚
偽
の
記
載
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
場
合
は
、
委
員
就
任
後
で
あ
っ

て
も
委
嘱
を
取
り
消
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

②
受
理
し
た
応
募
書
類
は
、
理
由
の
如
何

を
問
わ
ず
一
切
返
却
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝

男
女
共
同
参
画
・
生
涯
学
習
課
男
女
共
同

参
画
推
進
係
（
☎
２
３・１
３
１
４
）
※

直
通

八
女
市
男
女
共
同
参
画

推
進
審
議
会
委
員

募集
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《
旧
八
女
市
》

◉
宮
地
嶽
神
社
（
長
野
）
…
地
元
総

代
会
の
皆
さ
ん
が
31
日
除
夜
の
鐘
か

ら
正
月
３
日
ま
で
、
参
拝
客
を
お
迎

え
し
ま
す
。
お
み
く
じ
や
お
札
も
準

備
し
て
い
ま
す
。

◉
吉
田
大
神
宮
（
吉
田
）
…
大
晦
日

に
は
竹
灯
明
で
参
拝
客
を
お
迎
え
し

ま
す
。
１
月
１
日
に
は
歳さ

い
た
ん
さ
い

旦
祭
が
あ

り
、
10
時
か
ら
お
昼
に
か
け
て
参
拝

客
に
お
屠
蘇
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
す
。

◉
熊
野
神
社
（
北
田
形
）
…
大
晦
日

の
夜
に
、
地
元
の
皆
さ
ん
が
か
が
り

火
を
た
い
て
お
迎
え
し
ま
す
。

◉
福
島
八
幡
宮
（
東
宮
野
町
）
…
大

晦
日
に
か
が
り
火
を
た
い
て
皆
様
を

お
迎
え
し
、
元
日
午
前
０
時
か
ら
歳

旦
祭
を
行
い
ま
す
。

◉
土
橋
八
幡
宮
（
土
橋
）
…
大
晦
日

22
時
か
ら
元
日
２
時
ま
で
た
き
火
を

し
て
参
拝
客
を
お
迎
え
し
ま
す
。
お

神
酒
や
ぶ
た
汁
の
接
待
が
あ
り
ま
す
。

◉
一
念
寺
（
豊
福
）
…
大
晦
日
の
23

時
45
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
浄
光
寺
（
岩
崎
）
…
大
晦
日
の
23

時
30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
、
元

日
午
前
０
時
30
分
ま
で
、
参
拝
客
に

ぜ
ん
ざ
い
の
接
待
が
あ
り
ま
す
。

◉
正
福
寺
（
東
矢
原
町
）
…
大
晦
日

23
時
45
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
、

参
拝
客
に
は
ぜ
ん
ざ
い
の
接
待
が
あ

り
ま
す
。

◉
真
如
寺
（
山
内
）
…
大
晦
日
の
23

時
40
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
明
永
寺
（
西
宮
野
町
）
…
元
日
午

前
０
時
か
ら
、修し

ゅ
し
ょ
う
え

正
会
を
開
き
ま
す
。

終
了
後
甘
酒
の
接
待
と
、
記
念
品
が

あ
り
ま
す
。

◉
無
量
寿
院
（
西
古
松
町
）
…
大
晦

日
23
時
30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き

ま
す
。
参
拝
客
に
は
だ
ん
ご
汁
の
接

待
が
あ
り
ま
す
。
参
道
に
竹
灯
り
を

と
も
し
ま
す
。

《
上
陽
町
》

◉
滝
の
宮
不
動
尊
（
納
又
）
…
大
晦

日
の
夜
か
ら
２
日
ま
で
か
が
り
火
を

た
い
て
参
拝
客
を
お
迎
え
し
ま
す
。

お
屠
蘇
の
接
待
が
あ
り
ま
す
。

《
黒
木
町
》

◉
覚
法
寺
（
黒
木
）
…
大
晦
日
23
時

30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
行
信
寺
（
本
分
）
…
大
晦
日
23
時

30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
専
勝
寺
（
今
）
…
大
晦
日
23
時

30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
光
明
院
（
北
木
屋
）
…
大
晦
日
23

時
45
分
か
ら
護
摩
た
き
を
行
い
ま
す
。

◉
金
剛
宝
寺
日
向
神
別
院（
北
大
淵
）

…
元
日
の
み
参
拝
客
に
お
屠
蘇
を
ふ

る
ま
い
、
干
支
の
巳
の
切
り
絵
を
差

し
上
げ
ま
す
。

◉
宗
真
寺
（
今
）
…
大
晦
日
23
時

30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
霊
巌
寺
（
笠
原
）
…
大
晦
日
23
時

45
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
芳
沢
寺
（
土
窪
）
…
大
晦
日
23
時

か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
雲
長
寺
（
笠
原
）
…
大
晦
日
23
時

45
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
大
善
坊
（
笠
原
）
…
１
月
８
日
㈫

10
時
か
ら
鬼
子
母
神
大
祭
新
春
開

運
祈
祷
会
を
行
い
ま
す
。

◉
津
江
神
社
（
今
）
…
元
日
午
前
０

時
か
ら
歳
旦
祭
を
行
い
ま
す
。

《
立
花
町
》

◉
大
光
寺
（
北
山
）
…
地
域
の
皆
さ
ん

に
よ
り
お
神
酒
の
接
待
が
あ
り
ま
す
。

◉
高
松
稲
荷
（
北
山
）
…
地
域
の
皆

さ
ん
が
初
詣
客
を
お
迎
え
し
ま
す
。

◉
浄
慈
寺
（
白
木
）
…
大
晦
日
23
時

45
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
、
元
日

午
前
０
時
45
分
か
ら
本
堂
で
修し
ゅ
し
ょ
う
え

正
会

を
開
き
ま
す
。

◉
専
勝
寺
（
原
島
）
…
大
晦
日
22

時
30
分
か
ら
除
夜
会え

（
除
夜
の
鐘
つ

き
）
が
あ
り
、
ぜ
ん
ざ
い
と
菓
子
を

用
意
し
て
い
ま
す
。
※
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。
０
時
30
分
終
了
予
定
。

◉
松
尾
弁
財
天
（
上
辺
春
）
…
正
月
・

旧
正
月
・
縁
日
（
毎
月
５
日
）
に
は

お
参
り
く
だ
さ
い
。
４
月
５
日
に
は
松

尾
弁
財
天
の
大
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

《
矢
部
村
》

◉
善
正
寺
（
北
矢
部
）
…
大
晦
日
の

23
時
45
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま

す
。

◉
老
松
天
満
宮
（
北
矢
部
）
…
大
晦

日
の
23
時
45
分
ご
ろ
か
ら
竹
灯
明
を

と
も
し
参
拝
客
を
お
迎
え
し
ま
す
。

《
星
野
村
》

◉
大
円
寺
（
土
穴
）
…
初
詣
の
参
拝

客
に
は
お
斎
の
接
待
が
あ
り
ま
す
。

◉
浄
源
寺
（
長
尾
）
…
大
晦
日
23
時

30
分
か
ら
除
夜
の
鐘
を
つ
き
ま
す
。

◉
福
楽
寺
（
光
延
）
…
元
日
午
前
０

時
か
ら
ご
ま
た
き
を
し
ま
す
。

◉
麻
生
神
社
（
麻
生
）
…
正
月
３
日

間
お
神
酒
の
接
待
が
あ
り
ま
す
。

♣
お
潮
井
と
り
（
柳
島
）

　
１
月
３
日
㈭
正
午
に
無
病
息
災
と

火
災
予
防
を
願
い
、
締
め
込
み
姿
の

男
衆
が
矢
部
川
で
身
を
清
め
ま
す
。

♣
虚
空
蔵
さ
ん
（
上
陽
、
星
野
）

　
上
陽
町
轟
、
星
野
村
の
本
星
野
、

柳
原
の
虚
空
蔵
菩
薩
で
は
、
１
月
13

日
と
９
月
13
日
に
大
祭
を
開
い
て
い

ま
す
。

♣
柳
島
の
十
七
夜
（
柳
島
）

　
１
月
17
日
㈭
20
時
、
柳
島
観
音

堂
前
で
。
そ
の
昔
、
あ
め
が
た
売
り

が
村
の
前
の
矢
部
川
に
流
れ
着
い
た

観
音
像
を
引
き
上
げ
、
火
で
温
め
た

と
の
言
い
伝
え
が
起
源
。
観
音
堂
前

に
組
み
立
て
ら
れ
た
ほ
っ
け
ん
ぎ
ょ

う
に
火
が
つ
け
ら
れ
ま
す
。

♣
童
男
山
ふ
す
べ
（
山
内
）

　
１
月
20
日
㈰
10
時
、
童
男
山
古

墳
で
。
そ
の
昔
、
暴
風
雨
に
あ
っ
て

遭
難
し
た
徐
福
一
行
を
村
人
が
火
を

焚
い
て
介
抱
し
た
と
い
う
言
い
伝
え

が
あ
る
祭
り
で
す
。
川
崎
小
学
校
児

童
に
よ
る
紙
芝
居
が
あ
り
ま
す
。

新
春

お
正
月
、市
内
の
主
な
初
詣・イ
ベ
ン
ト
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
こ
こ
で
紹
介
し
て
い
る
以
外
に
も
地
域
の
神
社
や
寺
院
な
ど
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。
な
お
、飲
酒
運
転
な
ど
し
な
い
よ
う
に
ご
用
心
く
だ
さ
い
。

初
詣
情
報

平
成
25
年
は
よ
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す

イ
ベ
ン
ト

※
情
報
は
平
成
24
年
12
月
17
日
現
在
確
認
で
き
た
も
の
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。（
順
不
同
）

そ
の
他
イ
ベ
ン
ト

★
来
年
、
初
詣
情
報
の
掲
載
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
市
長
公
室
秘
書
広
報
係
ま

で
ご一
報
く
だ
さ
い（
☎
２
３・１
１
１
０
）
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▼
べ
ん
が
ら
村（
☎
２
４・３
３
３
９
）

【
12
／
31
㈪
】
20
時
閉
館
※
農
産
物

直
売
所
・
レ
ス
ト
ラ
ン
…
18
時
ま
で

【
１
／
１
㈷
】
営
業
11
時
～
22
時
、

ぜ
ん
ざ
い
を
ふ
る
ま
い
ま
す
。
※
１

０
０
人
程
度
、
な
く
な
り
し
だ
い
終

了【
１
／
２
㈬
】
営
業
10
時
～
22
時　

※
大
浴
場
の
み
7
時
～
※
朝
風
呂
し

ま
し
ょ
う
！

【
１
／
３
㈭
】
通
常
営
業
開
始
10
時

～
22
時

【
１
／
５
㈯
】
新
春
ち
び
っ
子
の
ど

自
慢
大
会
（
出
場
者
募
集
！
）
※
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
（
☎
４
２
・

２
４
０
０
）

【
１
／
1
㈷
】《
初
日
の
出
》
6
時

50
分
ロ
ビ
ー
集
合
、
花
見
展
望
台
ま

で
係
員
が
案
内
し
ま
す
。

《
初
湯
》7
時
30
分
～
8
時
30
分（
大

人
３
百
円
、
子
ど
も
１
５
０
円
）

《
新
春
も
ち
つ
き
大
会
》
10
時
～
12

時
ホ
テ
ル
ロ
ビ
ー
で
、
臼
と
杵
で
つ

い
た
餅
を
あ
ん
こ
餅
・
き
な
こ
餅
で

い
た
だ
き
ま
す
。

《
大
福
茶
》
１
月
１
日
～
2
日
の
10

時
～
17
時
、
年
の
初
め
に
祝
う
福
寿

の
茶
。
一
人
３
百
円
、
宿
泊
者
は
無

料
で
す
。

▼
八
女
伝
統
工
芸
館
（
☎
２
２
・
３

１
３
１
）

【
12
／
29
㈯
～
１
／
２
㈬
】
年
末
年

始
休
み
※
１
月
３
日
㈭
か
ら
開
館

▼
八
女
観
光
物
産
館
「
と
き
め
き
」

（
☎
２
２
・
７
７
３
０
）

【
12
／
31
㈪
～
１
／
２
㈬
】
年
末
年

始
休
み
※
１
月
３
日
㈭
か
ら
営
業

▼
道
の
駅
た
ち
ば
な
（
☎
３
７
・
１

７
１
１
）

【
12
／
31
㈪
】
正
午
ま
で
営
業

【
１
／
５
㈯
】
９
時
か
ら
初
売
り
。

甘
酒
と
地
元
産
大
豆
の
ポ
ン
菓
子
を

ふ
る
ま
い
ま
す
。
※
な
く
な
り
し
だ

い
終
了

【
１
／
７
㈪
】
七
草
が
ゆ
を
ふ
る
ま
い

ま
す
。
※
な
く
な
り
し
だ
い
終
了

▼
男
ノ
子
焼
の
里
（
☎
２
２
・
５
４

３
２
）

【
12
／
24
㉁
～
１
／
４
㈮
】
年
末
年

始
休
み　

▼
ほ
た
る
と
石
橋
の
館
（
☎
５
４
・

２
１
５
０
）

【
12
／
29
㈯
～
１
／
３
㈭
】
年
末
年

始
休
館

▼
ふ
る
さ
と
わ
ら
べ
館
（
☎
５
４
・

２
４
４
２
）

【
12
／
29
㈯
～
１
／
３
㈭
】
年
末
年

始
休
館

▼
星
の
文
化
館
（
☎
５
２
・
３
０
０

０
）

年
末
年
始
も
休
ま
ず
営
業
。
2
月

28
日
ま
で
木
星
観
望
会
開
催
中
。

▼
茶
の
文
化
館
（
☎
５
２
・
３
０
０

３
）

【
12
／
29
㈯
～
12
／
31
㈪
】
年
末
臨

時
休
館

【
１
／
１
㈷
～
１
／
３
㈭
】
新
春
の

呈
茶（
料
金
３
０
０
円
）〈
営
業
時
間
〉

１
月
１
日
＝
12
時
～
16
時
、
１
月
２・

３
日
＝
10
時
～
16
時

▼
星
の
温
泉
館
き
ら
ら
※
池
の
山
荘

内
（
☎
５
２
・
２
０
８
２
）

年
末
年
始
も
休
ま
ず
営
業
し
ま
す
。

【12/29 ㈯～１/ ３㈭休館】
◦黒木地域交流センター「ふじ
の里」（☎ 42・2131）
◦総合保健福祉センターかがや
き（☎ 37・0036）
◦地域福祉センター（☎ 54・
3629）

【12/29 ㈯～１2/31㈪休館】
※1月1日11時から営業
◦星野総合保健センター「そよ
かぜ」（☎ 52・3165）

【12/28 ㈮～１/4 ㈮休館】
◦星野焼展示館（☎ 52・3077）
◦杣のふるさと文化館　（☎ 47・
2055）
◦学びの館（☎ 42・1982）
◦岩戸山歴史資料館
　（☎ 22・6111）

【12/29 ㈯～１/3 ㈭休み】
◦市役所本庁および各支所

市内の主な
施設等年末

年始の営業＆
催物

宮
地
嶽
神
社
を

地
域
の
力
で
復
旧

九
州
北
部
豪
雨
の
爪
痕
が
深

く
残
る
長
野
区
。
91
家
屋

が
床
上
・
床
下
浸
水
に
遭
い
、
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
宮
ケ
原
橋
は
欄

干
が
流
失
。
川
沿
い
の
幹
線
道
路

は
片
側
が
え
ぐ
り
取
ら
れ
、
田
畑
な

ど
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

毎
年
初
詣
の
参
拝
客
で
に
ぎ
わ
う

宮
地
嶽
神
社
に
も
濁
流
が
押
し
寄

せ
、参
道
や
駐
車
場
は
泥
で
埋
ま
り
、

神
社
の
燈
籠
や
隣
の
津
江
神
社
の

鳥
居
も
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　「
豪
雨
直
後
は
あ
ま
り
に
も
ひ
ど

い
有
様
で
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

途
方
に
暮
れ
ま
し
た
。
何
と
か
神

社
を
復
旧
し
な
け
れ
ば
と
の
思
い

で
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り

ま
し
た
」
と
、
神
社
総
代
表
を
務

め
る
下
川
克
幸
さ
ん
。
地
域
の
大

部
分
の
世
帯
が
被
災
し
て
い
る
状
況

の
中
で
、
流
木
の
撤
去
や
土
砂
の
か

き
出
し
な
ど
に
は
快
く
協
力
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
大
が
か
り
な
撤
去
に

は
地
元
の
消
防
団
や
町
内
会
が
力

を
発
揮
し
、
流
失
し
た
燈
籠
や
津

江
神
社
の
鳥
居
は
長
野
行
政
区
の

協
力
に
よ
り
復
元
。
12
月
に
は
し

め
縄
も
新
し
く
し
、
正
月
に
参
拝

客
を
迎
え
る
準
備
も
整
い
ま
し
た
。

「
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
こ
ま

で
復
旧
で
き
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感

謝
し
ま
す
。
多
く
の
方
に
正
月
に

参
っ
て
い
た
だ
く
の
は
何
よ
り
の
喜

び
で
す
。
24
年
は
大
変
な
年
で
し

た
が
、
25
年
は
良
き
年
と
な
り
ま

す
よ
う
に
。
１
日
も
早
い
八
女
市
の

復
興
を
祈
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

「ここは地域の皆さんの心のよりど
ころ。復旧できたことに感謝します」
と、神社総代表の下川さん。

三重塔には豪雨被
害の記録が刻まれ
ています



◦
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人

①
中
途
退
職
し
た
人
で
、
給
与
の
年

末
調
整
が
さ
れ
て
い
な
い
人

②
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け

取
っ
て
い
る
人

③
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
て
い

て
、各
種
の
所
得
金
額
（
給
与
所
得
、

退
職
所
得
を
除
く
）の
合
計
額
が
20

万
円
を
超
え
る
人

④
給
与
所
得
者
・
年
金
受
給
者
で
扶

養
や
生
命
保
険
等
の
控
除
を
漏
ら
し

て
い
る
人

⑤
医
療
費
控
除
や
雑
損
控
除
を
申
告

す
る
人

◦
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
人

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

は
、
市
県
民
税
の
申
告
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
月
１
日
現
在
八

女
市
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
次
の

よ
う
な
場
合
に
は
市
役
所
へ
の
「
市

県
民
税
の
申
告
書
」の
提
出
が
必
要

で
す
。

①
営
業
、農
業
、不
動
産
、配
当
、雑

（
個
人
年
金
等
）
、一
時
（
生
命
保
険

満
期
返
戻
金
等
）
な
ど
の
各
種
所
得

が
あ
る
人

②
給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
給

与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な

い
人
（
日
給
等
で
働
い
て
い
る
人
を
含

み
ま
す
）

③
遺
族
年
金
、
失
業
保
険
、
障
害
年

金
な
ど
非
課
税
収
入
の
あ
る
人

④
収
入
が
な
く
扶
養
に
入
っ
て
い
な

い
人

⑤
市
外
に
住
ん
で
い
る
家
族
の
扶
養

に
入
っ
て
い
る
人

　
平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０
０

万
円
以
下
で
あ
り
、か
つ
、公
的
年
金

等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金
額

が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、

所
得
税
の
確
定
申
告
を
提
出
す
る
必

要
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

※
た
だ
し
、そ
の
場
合
で
も
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確
定

申
告
が
必
要
で
す
。

※
確
定
申
告
が
不
要
な
人
で
も
、
生

命
保
険
料
や
医
療
費
な
ど
の
各
種
控

除
を
申
告
す
る
と
、
市
県
民
税
が
減

額
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
」に

記
載
さ
れ
て
い
る
控
除
以
外
の
各
種

控
除
が
あ
る
場
合
は
、「
市
県
民
税

の
申
告
」を
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
申
告
し
な
い
と

▽
６
月
か
ら
予
定
し
て
い
る
平
成
25

年
度
所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
書
の

発
行
が
で
き
ま
せ
ん

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
対
象
と

な
る
人
は
、軽
減
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

◦
申
告
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑（
認
印
で
可
）

②
申
告
書
（
ま
た
は
お
知
ら
せ
ハ
ガ

キ
）
が
送
付
さ
れ
て
い
る
人
は
お
持

ち
く
だ
さ
い

③
申
告
者
本
人
名
義
の
口
座（
所
得
税

の
還
付
申
告
に
該
当
す
る
場
合
必
要
）

④
所
得
金
額
を
証
明
で
き
る
も
の

▽
給
与
所
得
者
・
・
・
源
泉
徴
収
票

（
給
与
支
払
明
細
書
等
）

▽
農
業
、
営
業
等
、
不
動
産
所
得

者
・
・
・
収
支
明
細
の
わ
か
る
も
の

（
帳
簿
、領
収
書
等
）

▽
農
業
所
得
者
・・・
購
買
取
引
報
告

書
（
Ｊ
Ａ
発
行
）
集
落
営
農
構
成
員

精
算
通
知
書
（
担
い
手
組
織
分
）

▽
年
金
受
給
者
・・・
源
泉
徴
収
票

▽
雑
所
得
（
個
人
年
金
等
）
を
受
け

た
人
・・・
保
険
会
社
の
支
払
調
書

▽
生
命
保
険
等
の
満
期
返
戻
金
を
受

け
た
人
・・・
支
払
機
関
か
ら
発
行
さ

れ
た
支
払
証
明
書

⑤
各
種
控
除
を
受
け
る
た
め
の
控
除

証
明
書
等

▽
社
会
保
険
料
控
除
・・・
国
民
健
康

保
険
税
、
介
護
保
険
料
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
等
の
納
付
証
明
書
、

国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
書
ま
た
は

▼上陽支所　税務課市民税係（☎23・1113）

日　　程 対象地区 会場 時間午　　前 午　　後
2月1日㈮ 上横山第１ 上横山第２

上陽支所
２階
大会議室

9時～ 16時
2月4日㈪ 下横山第１・第２ 久木原
2月5日㈫ 北川内第１ 北川内第２
2月6日㈬ 北川内第３ 北川内第４・第５

▼八女市役所本庁　税務課市民税係（☎23・1113）
日　　程 対象地区 会場 時間

2月18日㈪～ 3月15日㈮
（土・日・祝日は除く） 八女市全地区 八女市役所２階

205会議室
9時～
16時30分

下表のとおり、平成25年度（平成24年
分）市民税・県民税の申告受付を行い
ます。お住まいの地区の指定日に申告
してください。
指定日に都合が悪い人は、指定日以外
でも申告日程のなかで受け付けていま
すので、期限内の申告をお願いします。

平
成
24
年
分
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す

▼矢部支所　税務課市民税係（☎23・1113）
日　　程 対象地区 会場 時間
2月1日㈮ １区・２区 矢

部
公
民
館

９
時
～
16
時

2月4日㈪ ３区・４区
2月5日㈫ ４区・５区
2月6日㈬ ６区　　　

▼星野支所　税務課市民税係（☎23・1113）
日　　程 対象地区 会場 時間
2月8日㈮ 小野地区 星

野
支
所

大
集
会
室

９
時
～
16
時

2月12日㈫ 椋谷地区
2月13日㈬ 星野地区
2月14日㈭ 上郷地区

▼立花支所　税務課市民税係（☎23・1113）
日　　程 対象地区 会場 時間

2月25日㈪ 光友地区 た
ち
ば
な
市
民
セ
ン
タ
ー

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

９
時
～
16
時

2月26日㈫ 辺春地区
2月27日㈬ 北山地区
2月28日㈭ 白木地区
3月1日㈮ 光友・辺春地区
3月4日㈪ 北山・白木地区
3月5日㈫ 立花全地区

所
得
税
と
市
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

２
月
か
ら
平
成
24
年
分
の
所
得
税
・
市
県
民
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。

申
告
に
は
、
帳
簿
を
ま
と
め
領
収
書
等
は
項
目
ご
と
に
小
計
を
出
し
て
お

く
な
ど
の
整
理
を
し
、
収
入
金
額
と
必
要
経
費
を
算
出
し
て
備
え
て
く
だ
さ

い
。
待
ち
時
間
短
縮
の
た
め
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

確定申告
受付会場

所 得 税
市県民税
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災
害
に
よ
り
住
宅
等
の
資
産
に

損
害
が
あ
っ
た
場
合
は
、
所
得
税
と

市
・
県
民
税
の
雑
損
控
除
の
申
告
を

す
る
こ
と
に
よ
り
減
税
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
雑
損
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
雑
損
控
除
計
算
書
の
作

成
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◦
雑
損
控
除
と
は

　
震
災
や
風
水
害
な
ど
の
災
害
・
火

災
・
盗
難
ま
た
は
横
領
に
よ
り
、
日

常
生
活
に
必
要
な
資
産
に
被
害
を

受
け
た
場
合
に
認
め
ら
れ
る
控
除
で

す
。
実
際
に
支
払
っ
た
費
用
を
補
て

ん
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◦
対
象
と
な
る
資
産
は

　
納
税
義
務
者
ま
た
は
そ
の
年
の
合

計
所
得
金
額
が
38
万
円
以
下
で
納

税
義
務
者
と
生
計
を
一
に
す
る
配
偶

者
や
そ
の
他
の
親
族
の
所
有
す
る
日

常
生
活
で
必
要
な
住
宅
家
財
等
（
住

宅
、
家
具
な
ど
の
資
産
）
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

◦
適
用
さ
れ
る
場
合
と
は

　
雑
損
控
除
の
計
算
方
法
は
上
の
と

お
り
で
す
。
次
の
書
類
な
ど
を
大
切

に
保
管
し
、
申
告
の
際
に
忘
れ
ず
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
雑
損
控
除
の
適
用
を

受
け
る
た
め
に
は
申
告
が
必
要
で
す
。

【
必
要
な
書
類
】

①
被
害
に
あ
っ
た
資
産
の
取
得
時

期
、
取
得
価
格
が
わ
か
る
も
の

②
修
繕
費
、
取
り
壊
し
・
除
去
費
用

等
の
領
収
書

③
被
害
に
対
し
受
け
取
る
保
険
金
等
が

あ
る
場
合
、そ
の
金
額
が
わ
か
る
も
の

④
市
町
村
の
発
行
し
た
「
り
災
証
明

書
」

　
な
お
、
そ
の
年
の
合
計
所
得
金
額

か
ら
控
除
し
き
れ
な
い
金
額
が
出
た

場
合
は
、
翌
年
以
後
３
年
間
に
繰
り

越
し
て
各
年
の
合
計
所
得
金
額
か
ら

控
除
で
き
ま
す
。

※
雑
損
控
除
の
計
算
の
結
果
、
そ
の

人
の
収
入
や
、
資
産
の
状
況
に
よ
っ

て
、
控
除
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

◦
所
得
税
で
は

　
災
害
に
伴
う
軽
減
措
置
と
し
て
雑

損
控
除
と
災
害
減
免
法
の
２
つ
の
方

法
が
あ
り
、
本
人
の
申
告
に
よ
り
ど

ち
ら
か
有
利
な
方
法
を
選
択
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
所
得
税
に
関
す
る
内
容
は
八
女
税

務
署
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ

▽
税
務
課
市
民
税
係
（
☎
２
３
・
１

１
１
３
）

▽
八
女
税
務
署
代
表
（
☎
２
３
・
５

１
９
１
）

▼黒木総合支所　市民生活福祉課市民・税務係（☎42・1113）

日　　程 対象地区 会場 時間午　　前 午　　後

2月7日㈭

大淵・大淵中央・北
大淵・東・剣持・無
田・吹原・月足

上鹿子尾・下鹿子尾・
南笠原・釈形

黒
木
総
合
支
所
大
会
議
室

９
時
～
16
時
30
分

※上記行政区のほか、譲渡所得・山林所得
や雑損控除のある人

2月8日㈮

花渡・神露淵・四条
野・岳弓掛・荒谷・
東木屋・山中

笠原中央・椿原・北
木屋

※上記行政区のほか、譲渡所得・山林所得
や雑損控除のある人

2月12日㈫ 南木屋・上田代・中田代 原・下名・中名
2月13日㈬ 下田代・鹿子生・上名 湯辺田・田本・中原
2月14日㈭ 本分中央・下本分 犬山・南本分
2月15日㈮ 上北本分 西桑原
2月18日㈪ 馬場 東桑原
2月19日㈫ 谷蓮輪 西今

2月20日㈬ 栄町・下町・中町・
東上町 東今・西上町

九
州
北
部
豪
雨
に
よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
へ

八女税務署では、次の会場で申告相談を行います。相
談期間中は会場が大変込み合いますので、国税庁ホー
ムページ「確定申告書等作成コーナー」をご利用いた
だき、e-Taxまたは郵送でご提出ください。
◦会場＝八女伝統工芸館（八女市本町2-123-2）
◦期間＝2月4日㈪～ 3月15日㈮ ※土日・祝日は休み
◦相談時間＝9時～ 16時
※会場へのお問い合わせはご遠慮ください。
※期間中は、八女税務署で申告相談は行いません。
※所得税の還付申告は１月から提出することができます。

申告書等の作成は国税庁ホームページ「確定申告
書等作成コーナー」をご利用ください！

www.nta.go.jp 国税庁 検索
⬅

クリック！

平成24年分の申告期限と納期限
◦所得税・贈与税＝3月15日㈮
◦個人事業者の消費税および地方消費税＝4月1日㈪

確定申告相談会場を開設します

② 災害関連支出の金額
※２

－ 5 万円

※１ 損害金額とは
損害を受ける直前と直後の時価を基に算出します。なお、取得価格などが不明な場合、簡便な計算
方法があります。
※２ 災害関連支出の金額とは
災害により滅失した住宅、家財などを取り壊しまたは除去するために支出した金額などです。

控除額は、次の①、②のうちいずれか多い方の金額です。▽雑損控除の計算方法
差引損失額

① 損害金額
※１

＋災害関連支出の金額 － 保険金等で補てん
される金額 － 合計所得金額 ×10%

支
払
証
明
書

▽
生
命
保
険
料
控
除
、
地
震
保
険
料

控
除
・・・
各
控
除
証
明
書

▽
医
療
費
控
除
・・・
医
療
費
の
領
収

書
、
保
険
で
補
て
ん
さ
れ
る
金
額
が

わ
か
る
も
の

▽
障
害
者
控
除
・・・
障
害
者
手
帳
等

▽
寄
付
金
控
除
・・・
寄
付
し
た
団
体

な
ど
か
ら
交
付
さ
れ
た
受
領
証
等
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なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　
私
に
は
妹
が
二
人
い
ま
す
。
一
人
は
２
才

年
下
の
小
学
５
年
生
。
も
う
一
人
は
柳
河

特
別
支
援
学
校
に
通
う
小
学
１
年
生
で
す
。

下
の
妹
に
は
し
ょ
う
が
い
が
あ
る
の
で
、
６

才
に
な
っ
た
今
も
立
つ
こ
と
や
し
ゃ
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
私
が
小
学
１
年
生
の
時
、
下
の
妹
は
治

療
の
た
め
に
付
き
添
い
の
母
と
一
緒
に
６
か

月
間
の
入
院
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
と
上
の
妹
は
毎
日
父
と
一
緒
に
お
見
舞
い

に
行
き
ま
し
た
。
入
院
し
て
い
る
二
人
に
会

え
る
時
は
嬉
し
い
け
れ
ど
、
病
院
か
ら
帰
る

時
は
い
つ
も
悲
し
く
て
泣
き
ま
し
た
。
時
々

自
宅
に
帰
っ
て
く
れ
る
母
が
、
ま
た
病
院
に

戻
る
の
は
い
つ
も
決
ま
っ
て
上
の
妹
と
私
が

学
校
へ
行
っ
て
い
る
間
で
し
た
。
私
た
ち
が

あ
ま
り
寂
し
が
ら
な
い
よ
う
に
考
え
て
い
て

く
れ
た
の
だ
と
今
は
分
か
り
ま
す
。

そ
し
て
母
は
、
上
の
妹
と
私
に
宛
て
て
、
い

つ
も
手
紙
を
置
い
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
母

が
下
の
妹
の
所
に
戻
っ
た
後
、
父
と
上
の
妹

と
三
人
に
な
っ
て
か
ら
、

「
早
く
お
母
さ
ん
た
ち
が
帰
っ
て
く
る
と
い
い

ね
え
。」

と
い
つ
も
同
じ
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
頃
、
上
の
妹
は
保
育
園
に
通
っ
て
い

ま
し
た
。
毎
日
、
祖
母
と
一
緒
に
上
の
妹
の

お
迎
え
を
し
ま
し
た
。
そ
し
て
祖
母
の
家
で

食
事
と
お
風
呂
を
済
ま
せ
て
、
仕
事
帰
り

の
父
が
迎
え
に
く
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。
祖

母
の
家
を
出
る
時
も
、
と
て
も
寂
し
く
て
、

「
本
当
に
お
母
さ
ん
と
下
の
妹
が
お
う
ち
に

帰
っ
て
く
る
日
は
来
る
の
か
な
あ
。」
と
時
々

大
き
な
不
安
に
襲
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
入
院
を
乗
り
越
え
た
下
の
妹

は
、
今
年
特
別
支
援
学
校
に
通
う
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
、
自
分
で
コ
ッ
プ
を
使
っ
た
り
ス

プ
ー
ン
で
食
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
家
の
中
を
ず
り
這
い
を
し
て

動
き
回
り
、
危
険
な
こ
と
も
あ
る
の
で
、
家

族
全
員
と
て
も
大
変
で
す
。
し
か
も
、
体
の

具
合
が
悪
い
の
か
、
機
嫌
が
悪
い
こ
と
が
多

く
、夜
中
で
も
大
き
な
声
で
泣
い
た
り
ぐ
ず
っ

た
り
す
る
こ
と
も
よ
く
あ
る
の
で
放
っ
て
は

お
け
ま
せ
ん
。
父
と
母
が
代
わ
る
代
わ
る
妹

を
抱
っ
こ
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
生
活
で
す
。

　
５
年
生
に
な
っ
た
上
の
妹
は
、
こ
の
夏
休

み
、
学
校
の
宿
題
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
食

事
作
り
、
食
器
洗
い
、
部
屋
掃
除
、
お
風

呂
掃
除
を
せ
っ
せ
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

を
見
た
父
と
母
は
、

「
と
て
も
助
か
る
。
あ
り
が
と
う
。」

と
、
何
度
も
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
一
番

上
の
姉
な
の
に
手
伝
い
を
あ
ま
り
せ
ず
、
上

の
妹
の
方
が
ず
っ
と
大
変
そ
う
で
し
た
。
私

も
本
当
は
も
っ
と
家
族
の
役
に
立
ち
た
い
な

あ
と
、
そ
っ
と
心
の
中
で
思
い
ま
し
た
。

　
私
は
上
の
妹
の
よ
う
に
家
事
を
す
る
こ
と

で
父
や
母
を
助
け
る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き

て
い
ま
せ
ん
が
、
下
の
妹
の
世
話
を
す
る
こ

と
は
好
き
で
す
。

　
下
の
妹
は
数
字
が
好
き
で
、
冷
蔵
庫
近

く
に
下
げ
て
あ
る
カ
レ
ン
ダ
ー
を
よ
く
見
ま

す
。
だ
か
ら
お
風
呂
に
数
字
の
シ
ー
ト
を
貼

り
付
け
た
り
、
時
計
を
見
せ
て
遊
ん
で
や
っ

た
り
し
ま
す
。
音
楽
も
好
き
な
の
で
、
母
は

二
人
の
妹
の
た
め
に
キ
ー
ボ
ー
ド
を
買
い
ま

し
た
。
妹
た
ち
は
と
て
も
喜
ん
で
い
て
私
も

楽
し
く
な
り
ま
す
。
妹
が
早
く
歩
け
る
よ
う

に
な
っ
た
り
、
立
っ
た
り
し
ゃ
べ
っ
た
り
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

に
遊
び
に
連
れ
て
行
っ
て
や
り
た
い
と
も
思

い
ま
す
。
下
の
妹
は
外
出
で
自
動
車
に
乗
る

こ
と
も
大
好
き
で
、
そ
れ
で
機
嫌
が
直
る
こ

と
も
多
い
か
ら
で
す
。
早
く
歩
け
る
よ
う
に

な
っ
て
欲
し
い
の
で
、
私
は
、
下
の
妹
を
抱
っ

こ
す
る
時
、
な
る
べ
く
立
た
せ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
妹
が
ひ
ざ
立
ち
を
し
て
い
る
姿

は
、
と
て
も
か
わ
い
く
て
大
好
き
で
す
。

　
遠
い
記
憶
で
す
が
、
小
１
の
頃
の
私
は
学

校
に
行
っ
て
も
い
つ
も
悲
し
く
て
廊
下
に
出

て
は
泣
い
て
ば
か
り
い
る
子
ど
も
で
し
た
。
二

人
が
退
院
し
て
家
に
ず
っ
と
い
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
、
私
は
、
も
う
学
校
で
は
泣
か
な
く

な
り
ま
し
た
。
家
族
み
ん
な
が
揃
っ
て
過
ご

せ
る
毎
日
が
と
て
も
楽
し
く
な
っ
た
の
で
す
。

　
上
の
妹
は
下
の
妹
の
お
世
話
を
本
当
に

よ
く
し
ま
す
。
ま
た
、
し
ょ
う
が
い
の
あ
る

妹
も
笑
顔
や
か
わ
い
い
ひ
ざ
立
ち
を
し
て
家

族
み
ん
な
を
い
や
し
て
く
れ
ま
す
。
そ
れ
に

毎
日
の
学
校
で
の
生
活
や
リ
ハ
ビ
リ
も
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。
私
も
父
や
母
が
助
か
る
よ

う
な
こ
と
を
た
く
さ
ん
し
て
、
感
謝
さ
れ
る

家
族
の
一
員
に
早
く
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
将
来
の
仕
事
と
し
て
、
し
ょ
う
が
い

を
持
っ
た
人
々
の
役
に
立
つ
夢
も
、
時
々
考

え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

わ
た
し
の
家
族

　

自
ら
の
お
も
い
を
作
文
に
綴
り
、
周
り
に
訴
え
る
。
か
け
が
え
の
な
い
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
訴

え
る
子
ど
も
た
ち
の
感
性
は
、
と
か
く
鈍
り
が
ち
に
な
る
〝
わ
た
し
〟
に
鋭
く
迫
っ
て
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
去
る
12
月
１
日
に
行
わ
れ
た
ス
マ
イ
ル
フ
ェ
ス
タ
「
人
権
作
文
発
表
」
の
中
か
ら
、
八

女
市
立
南
中
学
校
１
年
池い

け

上が
み

愛あ
い

里り

さ
ん
の
発
表
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

人権の花の種を付けた風船が大空に飛び立ちました

発表する池上さん
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　■
募
集
職
種
（
募
集
人
員
）
＝

①
公
立
保
育
所
保
育
士
…
若
干
名

◦
資
格
＝
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る

か
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

人
。
保
育
士
登
録
を
し
て
い
る
人
。

②
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業（
ひ

ろ
ば
型
）
従
事
者
…
若
干
名

◦
資
格
＝
児
童
福
祉
、
児
童
教
育

分
野
で
の
職
歴
や
活
動
経
験
が
あ

る
人
。
本
事
業
を
理
解
し
子
育
て

親
子
の
支
援
に
意
欲
が
あ
り
、
子

育
て
の
知
識
と
経
験
を
有
す
る
人
。

普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人
。

③
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業（
セ

ン
タ
ー
型
）
従
事
者
…
若
干
名

◦
資
格
＝
保
育
士
の
資
格
を
有
す
る

■
募
集
職
種
（
募
集
人
員
）
＝

①
介
護
認
定
調
査
業
務
（
介
護
支

援
専
門
員
）
…
１
人

②
介
護
給
付
適
正
化
業
務
（
介
護

支
援
専
門
員
）
…
１
人

◦
資
格
＝
①
②
共
通
　
介
護
支
援

専
門
員
の
有
資
格
者
※
現
在
資
格

を
持
っ
て
い
る
人
に
限
る
。

◦
提
出
書
類
＝
申
込
書
（
介
護
長

寿
課
に
準
備
）、資
格
証
明
書
類（
写
）

◦
試
験
日
＝
２
月
３
日
㈰

◦
試
験
会
場
＝
八
女
市
役
所

◦
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
面
接
、

作
文

◦
受
付
期
間
＝
１
月
９
日
㈬
～
１
月

25
日
㈮
※
土
日
祝
日
は
除
く
。

◦
申
込・
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿

課
介
護
認
定
係（
☎
２
３・１
３
５
３
）

■
募
集
職
種
（
募
集
人
員
）
＝

①
小
・
中
学
校
給
食
調
理
員
…
若

干
名

◦
資
格
＝
調
理
師
ま
た
は
栄
養
士
資

格
を
有
す
る
人

②
小・中
学
校
図
書
司
書
…
若
干
名

◦
資
格
＝
図
書
館
法
の
司
書
ま
た
は

司
書
補
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
人

③
少
人
数
指
導
教
員
…
若
干
名

◦
資
格
＝
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の

教
員
免
許
を
持
っ
て
い
る
人

④
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
…
１
人

か
今
春
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
人
。
保
育
士
登
録
を
し
て
い

る
人
。
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す

る
人
。

④
母
子
生
活
支
援
施
設
ひ
ま
わ
り

園
の
母
子
支
援
員
…
若
干
名

◦
資
格
＝
教
員
ま
た
は
保
育
士
の
資

格
を
有
す
る
人
。
普
通
自
動
車
免

許
を
有
す
る
人
。

⑤
家
庭
児
童
相
談
室
の
相
談
員
…

若
干
名

◦
資
格
＝
児
童
福
祉
、
児
童
教
育
分

野
で
の
職
歴
や
活
動
経
験
が
あ
り
、

普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
人
。

■
①
～
⑤
共
通
事
項

◦
試
験
日
＝
２
月
17
日
㈰

◦
試
験
会
場
＝
八
女
市
保
健
セ
ン

タ
ー
集
団
指
導
室

◦
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
作
文
・

面
接

◦
受
付
期
間
＝
１
月
15
日
㈫
～
２

月
１
日
㈮
※
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
。

郵
送
の
場
合
２
月
１
日
㈮
必
着
。

◦
提
出
書
類
＝
申
込
書
（
子
育
て
支

援
課
に
準
備
）
※
必
要
な
場
合
は

資
格
証
明
書
の
写
し

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支

援
課
（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

◦
資
格
＝
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
ま

た
は
心
理
支
援
士
の
資
格
等
を
持
っ

た
人
で
、
学
校
現
場
で
の
経
験
を
有

す
る
人

■
①
～
④
共
通
事
項

◦
勤
務
場
所
＝
八
女
市
内

◦
受
付
期
間
＝
１
月
15
日
㈫
～
２

月
１
日
㈮
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

※
郵
送
は
２
月
１
日
㈮
必
着

◦
試
験
日
＝
２
月
17
日
㈰

◦
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
作
文
・

面
接
※
給
食
調
理
員
は
作
文
は
除
く

◦
提
出
書
類
＝
申
込
書
（
学
校
教

育
課
に
準
備
）、
資
格
証
明
書
の
写

し
※
３
月
31
日
ま
で
に
資
格
取
得

見
込
み
の
人
含
む
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
学
校
教
育

課
総
務
係
（
☎
２
３
・
１
９
５
４
）

■
募
集
職
種
（
募
集
人
員
）
＝

体
育
施
設
管
理
運
営
事
務
…
若
干

名◦
勤
務
場
所
＝
総
合
体
育
館

◦
試
験
日
＝
２
月
17
日
㈰

◦
試
験
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

◦
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
面
接
・

作
文

◦
受
付
期
間
＝
１
月
15
日
㈫
～
２

月
１
日
㈮
※
月
曜
日
を
除
く

◦
提
出
書
類
＝
申
込
書
（
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
に
準
備
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課(
☎
２
４
・
１
２
３
０)

※

八
女
市
総
合
体
育
館
内
　

■
募
集
職
種
（
募
集
人
員
）
＝

地
域
活
動
指
導
員
…
１
人

※
青
少
年
の
自
然
体
験
・
生
活
体

験
な
ど
体
験
活
動
の
企
画
立
案
、

指
導
※
勤
務
地
は
八
女
市
全
域

◦
試
験
日
＝
２
月
17
日
㈰

◦
試
験
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

◦
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
作
文
・

面
接

◦
受
付
期
間
＝
１
月
15
日
㈫
～
２

月
１
日
㈮
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

◦
提
出
書
類
＝
申
込
書
（
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
に
準
備
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共
同

参
画
・
生
涯
学
習
課
（
☎
２
３
・
１

３
１
８
）

八
女
市
民
会
館
（
お
り
な
す
八
女
）

一
般
事
務
…
若
干
名

※
お
り
な
す
自
主
事
業
等
の
企
画

お
よ
び
一
般
事
務

◦
試
験
日
＝
２
月
17
日
㈰

◦
試
験
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

◦
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
作
文
・

面
接

◦
受
付
期
間
＝
１
月
15
日
㈫
～
２

月
１
日
㈮
※
月
曜
日
は
除
く

◦
提
出
書
類
＝
申
込
書
（
男
女
共

同
参
画
・
生
涯
学
習
課
に
準
備
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
民

会
館
お
り
な
す
八
女
（
☎
２
３
・
２

１
３
１
）

市
の
嘱
託
職
員
募
集

〈
全
職
種
共
通
事
項
〉
▽
任
用
期
間
＝
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間

▽
賃
金
等
＝
八
女
市
規
定
等
に
よ
る

※
詳
細
に
つ
い
て
は
担
当
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
課

介
護
長
寿
課

学
校
教
育
課

男
女
共
同
参
画・生
涯
学
習
課

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

◦職種＝一般事務、保育士、保健師、
看護師、給食員など
◦資格など＝一般事務はパソコンの操作
ができる人、保育士・保健師・看護師
は有資格者に限ります。
◦提出書類＝市販の履歴書。資格を要
する職種は、資格証明書（写）も必要です。
◦登録・任用＝応募に基づき登録し、必
要に応じて任用します。
◦申し込み・問い合わせ＝人事課人事係

（☎２３・２１２９）

市の臨時職員登録者を募集します



1874（明治7）年
◦6月大洪水あり【国交省筑後川事務所資料】
◦8月暴風雨筑後一円大被害圧死者319人、溺死者119人、
倒壊家屋18992戸【筑後災害五百年誌】
◦9月暴風雨により山口5戸、仁合10戸、多々良4戸、源
田2戸、上高山9戸、白土1戸、四方堂7戸、谷川3戸、遠
久谷6戸、鹿子生3戸、原島31戸が倒壊する【立花町史・
極円寺録】
1895（明治28）年7月
◦台風暴風起こる。矢部川回水路修理。洪水を恐れて三
潴山門三池八女の4郡にて水論。【国交省筑後川事務所資
料】
1921（大正10）年6月

◦矢部川、筑後川の
大洪水。300年来の被
害。【国交省筑後川事
務所資料】
◦降雨量470ミリ橋梁
流失多し、【筑後災害
五百年誌】
◦未 曾 有の大 水害、
殆どの橋梁流失する。

【黒木町史・八女市史】
◦相馬土居崩壊、上川原、中島、中州、日吉川原が浸水し、
2人溺死する。【立花町史】　
1940（昭和15）年
◦梅雨から夏季にかけて大洪水。矢部川筑後川流域に被
害多し。【国交省筑後川事務所資料】
1946（昭和21）年7月
◦豪雨　【国交省筑後川事務所資料】
1953（昭和28）年6月
◦矢部川は大氾濫し、木屋橋平橋の鉄橋を除き殆どの橋
は流失する。大渕中学の校舎流失する。【黒木町史】

◦矢部川未曾有の大洪水となる。相馬ヶ土居が決壊し中
島・中州に浸水。中川原山下も一面の泥海となる。釜屋橋、
上矢部川橋、矢部川橋が流失する。【立花町史】
◦未曾有の大洪水のおり、千々谷鉱滓ダム決壊して死者
14人を出す。【星野村史】
1969（昭和44）年7月
◦豪雨の被害が大きく立花町水害対策本部を設置する。
大水害激甚地の指定を受ける。【立花町史】
1972（昭和47）年7月
◦集中豪雨による大水害。災害対策本部を設置する。家
屋倒壊1戸、死者3人、負傷者2人。農産被害額9億7200
万円、蜜柑園，農道の被害甚大【立花町史】
1990（平成2）年7月
◦集中豪雨により辺春川白木川が氾濫し、未曾有の大水
害となる。被害総額180億円、町文化財の熊の川橋、古
小春橋が流失する。【立花町史】
◦集中豪雨によって八女郡内特に立花町と黒木町に大き
な被害が出る。立花町で連続雨量558ミリ最大降雨量79
ミリ、河川大氾濫、重軽
傷者9人、全半壊家屋57
戸浸水家屋662戸   【広
川町史】
◦上辺春松尾大浦山の
亀裂により地すべり危険
のため150戸480人が小
学校へ避難する。【7.2集
中豪雨災害誌】
2012（平成24）年7月
◦集中豪雨により矢部川は大氾濫となり、八女市星野村
黒木町、 立花町に大きな被害が出る。北部九州豪雨と名
付けられる。7月14日10時：1時間降水量91.5ミリ11時30
分24時間降水量486ミリいずれも観測史上第１位。【黒木
観測所・立花支所報告書】

右
の
記
録
は
大
洪
水
記
念
碑
の
碑
文

で
す
。
こ
れ
は
立
花
町
山
崎
の
隣
保
館

前
に
あ
る
記
念
碑
で
す
。
相
馬
堤
防
が

決
壊
か
ら
全
家
屋
７
～
８
尺
の
浸
水
。

悲
鳴
が
聞
こ
え
る
よ
う
で
す
。
消
防
組

の
援
助
を
受
け
な
が
ら
避
難
し
た
様
子

が
窺
え
ま
す
。

こ
の
中
洲
地
区
一
帯
は
32
年
後
の
昭

和
28
年
６
月
、
再
び
相
馬
堤
防
の
決
壊

に
よ
り
家
屋
浸
水
し
て
、
孤
立
状
態
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
繰
り
返
さ

れ
る
洪
水
の
危
険
か
ら
避
け
ら
れ
る
よ

う
に
と
、
地
区
民
の
願
い
が
か
な
い
、
集

団
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

                  （
立
花
町　

平
島 

格
）

⑤

矢部川洪水の歴史（明治以降の災害記録）

矢部川物語⑷
矢部川災害史

松尾地区の住民は上辺春小学校の体
育館に避難しました

流失した国道矢部川橋のあと

隣保館前の記念碑

大
正
拾
年
六
月
十
七
日
八
女
地
方
ニ
未
曾
有
ノ
大
洪
水
ア
リ
矢
部

川
氾
濫
シ
同
日
午
前
十
一
時
突
如
相
馬
堤
防
破
壊
シ
奔
流
襲
来
見
ル

間
ニ
中
島
川
ニ
面
シ
タ
ル
家
屋
軒
ヲ
並
ベ
テ
流
出
セ
シ
モ
八
戸
其
他

全
家
屋
浸
水
六
七
尺
家
財
家
具
ハ
流
失
又
ハ
破
損
シ
テ
矢
部
中
島
ノ

両
橋
モ
相
前
後
シ
テ
押
流
サ
レ
為
ニ
区
民
ハ
避
難
ノ
道
ヲ
断
レ
テ
戦

慄
号
泣
生
キ
タ
ル
心
地
モ
ナ
カ
リ
シ
ニ
午
後
四
時
ニ
至
リ
消
防
組
ノ

決
死
的
奮
闘
ノ
救
護
舟
ニ
ヨ
リ
光
友
小
学
校
ニ
避
難
収
容
サ
レ
タ
リ

此
ノ
大
洪
水
ノ
報
伝
ハ
ル
ヤ
全
国
民
ノ
熱
誠
ナ
ル
同
情
ニ
ヨ
リ
莫
大

ナ
ル
義
捐
金
品
ノ
恵
贈
ヲ
受
ケ
テ
当
区
ハ
復
興
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ

特
ニ
畏
レ
多
ク
モ
事
天
聴
ニ
達
シ
御
下
賜
金
ノ
光
栄
ニ
浴
シ
タ
ル
等

永
久
ニ
忘
ル
ル
得
ハ
ザ
ル
コ
ト
ナ
レ
バ
記
シ
テ
後
世
ニ
伝
フ

      　
　
　
　
　

碑
文　
　
　
　

上
嶋　

紋
次
郎　
　

謹
書
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八女支店

（八女市広報H25.1）

広報やめ　2013.1.1

25 6
30

10819
八 女市では、気象情報・災害情報・防災情報・避

難勧告などの緊急を要する情報を早く正確に伝
えるため、昨年 6 月に開局したコミュニティＦＭ放送
を活用しています。この放送に併せ、携帯電話会社大
手 3 社（ドコモ・ＡＵ・ソフトバンク）のメール機能
を利用して、エリア（八女市内）にいらっしゃる全員
にこうした情報を 12 月1日から一斉送信することにな
りました。緊急速報（エリア）メールが送られてきたら、
その情報の内容に従って行動してください。
※送信される情報は、「緊急地震速報」「避難に関す
る情報」や「生命に危険を及ぼす事案の発生」など
です。
※緊急速報（エリア）メールの受信の時は、普段設
定した着信音ではなく、電話会社が設定した着信音
が鳴ります。
◦問い合わせ
地域支援課防災安全係（☎２３・１７３１）

緊急速報（エリア）メー
ルの送信を開始します

火
災
が
発
生
し
た
場
合
、
消
防
車
が
消
火

に
使
用
す
る
水
を
ど
こ
か
ら
吸
い
上
げ

て
い
る
か
ご
存
じ
で
す
か
？

池
や
川
の
水
を
吸
い
上
げ
て
い
る
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
多
く
は
道
路
や
歩
道
の
脇
に
設
け

て
い
る
消
火
栓
や
防
火
水
槽
か
ら
吸
い
上
げ
て

い
ま
す
。こ
の
た
め
、消
火
栓
や
防
火
水
槽
の
上
、

ま
た
そ
の
付
近
に
車
両
を
駐
車
し
て
し
ま
う
と

消
火
に
使
用
す
る
水
を
吸
い
上
げ
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
、
消
火
活
動
に
支
障
を
き
た
し
て

し
ま
う
の
で
、
駐
車
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
た
め
に
使
用
す
る
消
防
水
利
で

す
。「
ち
ょ
っ
と
だ
け
な
ら・・・」
と
駐
車
し
て
、

も
し
も
の
時
に
使
え
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
一
刻
を
争
う
消
防
活
動
の
た
め
、
水

利
や
そ
の
標
識
付
近
５
メ
ー
ト
ル
以
内
に
は

駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

消火栓や防火水槽付近
の駐車はやめましょう

八女消防本部（☎２４・０１１９）  

防 災

情 報 Ｎｏ.3

消火栓を使った消火活動の様子 防火水槽

平
成
25
年
の
八
女
市
横
町
町
家
交
流

館
企
画
展
の
第
一
弾
は
、「
新
春

企
画
作
品
展
」
で
す
。

　
八
女
地
区
で
創
作
活
動
を
行
う
八
女

文
化
連
盟
美
術
部
有
志
が
、
そ
れ
ぞ
れ

新
年
に
向
け
て
の
新
た
な
思
い
を
形
に

し
た
作
品
を
多
数
展
示
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
皆
さ
ん
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

◦
期
間
＝
１
月
５
日
㈯
～
２
月
４
日
㈪

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
横
町
町
家
交
流
館

（
☎
２
３
・
４
３
１
１
）

※
横
町
町
家
交
流
館
は
12
月
28
日
㈮
～
１
月

４
日
㈮
ま
で
年
末
年
始
休
館
と
な
り
ま
す
。

横町町家
交流館
1月の催し

ふるさと支援寄附のお礼   ※敬称略
【未来を担う子どもの教育及び少子化対策事業】
・匿名　　２件
【その他市長が認める特定の事業】
・匿名　　１件
11月末現在累計額＝１,７８３,１３０４円

新
春

企
画

作
品
展

作　中園悦雄
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討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
空
港
宅
配
サ
ー
ビ

ス
を
民
間
各
宅
配
業
者
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
面
の
対
策
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
、

ご
負
担
も
軽
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
今
後
と
も
ご
意
見
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　（
地
域
支
援
課
）

　
　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
疑
問
な

ど
、
あ
な
た
の
「
声
」
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

は
が
き
や
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
、
本
庁
お
よ
び

各
支
所
に
設
置
し
て
い
る
市
政
目
安
箱
な
ど
を

利
用
し
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
の
趣
旨
は
、
個
人
が
特
定
で
き
る

す
。
お
は
が
き
を
い
た
だ
い
た
あ
と
、
ご
指
摘

の
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
と
、
も
う
１
台
の
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ド
を
確
認
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
２
台
と
も
畳
が

古
く
な
っ
て
お
り
、
塗
装
が
は
が
れ
た
り
さ
び

が
付
い
て
い
た
り
す
る
か
所
も
あ
り
ま
し
た
。

早
急
に
業
者
へ
修
理
を
依
頼
し
、
畳
の
表
替
え

と
塗
装
を
行
い
ま
し
た
。
貴
重
な
ご
意
見
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　
　（
財
政
課
）

　
高
速
イ
ン
タ
ー
バ
ス
停
は
駐
車
場
が
完
成
し

車
で
の
利
用
は
と
て
も
助
か
り
ま
す
が
、
何
と

も
乗
り
場
が
遠
す
ぎ
ま
す
。
空
港
に
向
か
い
ま

し
た
が
、
バ
ス
停
は
遠
く
階
段
は
急
で
、
荷
物

を
持
っ
て
上
が
れ
ま
せ
ん
。
や
む
な
く
Ｊ
Ｒ
で

向
か
い
ま
し
た
。
福
岡
行
の
バ
ス
停
を
近
く
、

階
段
を
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
が
引
け
る
よ
う
に
で
き

ま
せ
ん
か
。
便
利
に
な
れ
ば
、
利
用
者
も
多
く

な
る
の
で
は
。
今
の
ま
ま
で
は
若
い
人
し
か
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　（
60
代
女
性
）

　
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
高
速
バ
ス
停
は
、
八
女
市
と
福

岡
都
市
圏
、
九
州
各
地
を
つ
な
ぐ
大
切
な
玄

関
口
と
し
て
、
市
民
や
訪
問
者
が
快
適
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
平

成
24
年
11
月
に
は
、
福
岡
県
地
域
交
通
体
系

整
備
促
進
協
議
会
を
通
し
て
、
西
日
本
高
速

道
路
株
式
会
社
に
対
し
、
八
女
イ
ン
タ
ー
バ
ス

停
の
移
設
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
要
望
書
を

提
出
し
ま
し
た
。
即
答
は
い
た
だ
け
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
後
と
も
様
々
な
要
望
や
事
業
の
検

　
市
役
所
の
市
民
課
の
所
に
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
が

あ
り
ま
す
が
、畳
が
だ
い
ぶ
色
あ
せ
、古
く
な
っ

て
い
ま
す
。
よ
く
見
る
と
ベ
ッ
ド
自
体
に
ほ
こ

り
が
し
、
小
さ
い
子
ど
も
に
利
用
す
る
に
は
不

衛
生
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
一
度
き
れ
い
に
掃

除
を
し
て
、
畳
替
え
と
色
の
塗
り
直
し
を
す
れ

ば
、
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
女
性
）

　
ご
指
摘
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、俳句、
身辺雑記、市へのご意見や質問などの
投稿をお待ちしています。

媼お
う
な
ら等

の
談だ
ん
し
ょ
う笑は

ず
む
冬ふ
ゆ
び
よ
り

日
和

こ
こ
の
瀬せ

も
一い
ち

枚ま
い

岩い
わ

や
渓た
に
も
み
じ

紅
葉

俳は
い
せ
い聖

の
句く

を
諳そ
ら
んず

る
夜よ
な
が長

か
な

活か

れ
ゆ
く
や
如に
ょ
ら
い来
浄じ
ょ
う
す
い水
糸い
と

を
引ひ

く

錦き
ん

秋し
ゅ
うの

色い
ろ

ど
り
添そ

へ
し
松ま
つ

の
青あ
お

出で

来き

を
待ま

つ
芋い
も
ま
ん
じ
ゅ
う
に
人ひ
と
の
列れ
つ

初は
つ

冬ふ
ゆ

の
雲く
も

動う
ご

き
を
り
野や

菜さ
い

畑ば
た

紫
苑
会

牛
島　

景
子

堤　

多
鶴
子

中
川
原
篤
子

松
延
み
さ
と

田
中
サ
ト
リ

松
崎　

伸
子

井
上
ト
シ
子

市
役
所
の
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
つ
い
て

高
速
イ
ン
タ
ー
バ
ス
停
を

も
っ
と
利
用
し
や
す
く

あ
な
た
の     

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

声

絵本だいすき『ｃｏｌｏｒ 色』

よ
う
な
こ
と
の
よ
う
に
、
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
に
十
分
注
意
し
た
上
で
紙
面
お
よ
び
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
建
設
的
な
ご
意
見
や
ご
提
案
に
つ
い

て
は
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接
ご
本
人

へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
等
連
絡
先
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
に

つ
い
て
は
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
特
定
の
個
人
を
誹
謗
、
中
傷
、
非
難
す
る
な

ど
し
て
い
る
も
の 

▽
公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
も
の 

▽
明
ら
か
に
営
利
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の

▽
趣
旨
が
不
明
確
も
し
く
は
不
明
な
も
の

▽
そ
の
他
、
市
が
不
適
当
と
判
断
す
る
も
の 

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 25.1）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファクスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言などお寄せください。将来の八女
市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容については実
現に向けて努力してまいります。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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1月の 
八女市立図書館（本館）☎ 22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時
上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

五
條
家
を
主
人
公
に
し
た
小
説
『
九
州
の
南
朝
』
を
共
同
出
版 

し
た

太
郎
良 

盛
幸
さ
ん
（
鵜
池
）・
佐
藤 
一
則
さ
ん
（
矢
部
）

《上陽・立花・矢部・星野分館の休館日》
※月曜・祝・休日、館内整理日  
12/28～1/4, 7 ㈪ ,14 ㈷ ,21㈪ ,25 ㈮ ,28 ㈪

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
12/28～1/4, 7 ㈪ ,21㈪ ,25 ㈮ ,28 ㈪図書館の休館日

１月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

太郎良盛幸さん（右）と佐藤一則さん
◦太郎良さんは県立高校を退職後岩戸山歴
史資料館館長に就任。現在日本経済大学教
授。『筑紫の磐井』（新泉社）など著作多数。
◦佐藤さんは大分県安心院町（現宇佐市）
出身。8 年ほど前から矢部村に在住。日本
の古代史研究にいそしみ、矢部村在住を機
に南北朝史を研究する。

『九州の南朝』（新泉社）
は八女市立図書館に寄贈

していただきました。ぜひ
ご一読ください。書店等でも

販売されています。

《黒木分館の休館日》※火曜・祝・休日、館内整理日

12/28～1/4, 8㈫ ,14㈷ ,15㈫ ,22㈫ ,25㈮ ,29㈫
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今
か
ら
約
６
０
０
年
ほ
ど
昔
、
八
女

の
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
南
北
朝
動
乱

の
ド
ラ
マ
を
『
九
州
の
南
朝
』
と
し
て

書
き
上
げ
た
太
郎
良
さ
ん
と
佐
藤
さ
ん
。

き
っ
か
け
は
、
以
前
『
筑
紫
の
磐
井
』

の
小
説
を
書
い
た
太
郎
良
さ
ん
に
、
高

校
の
先
輩
か
ら
書
い
て
く
れ
と
リ
ク
エ
ス

ト
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
。
太
郎
良
さ
ん
が

友
人
の
佐
藤
さ
ん
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

「
私
も
手
伝
う
の
で
ぜ
ひ
書
い
て
く
だ
さ

い
」
と
の
返
事
で
、
時
代
考
証
は
主
に

佐
藤
さ
ん
が
担
当
し
ま
し
た
。

　
小
説
の
主
人
公
は
五
條
一
族
。
幼
い

懐
良
親
王
に
随
行
し
九
州
に
下
向
し
た

五
條
家
は
懐
良
親
王
と
良
成
親
王
を
支

え
続
け
、
今
な
お
黒
木
町
に
あ
り
良
成

親
王
の
墓
で
あ
る
大
杣
御
陵
墓
を
守
っ

て
い
ま
す
。
太
郎
良
さ
ん
と
佐
藤
さ
ん

は
、
国
指
定
重
要
文
化
財
で
あ
る
五
條

家
文
書
や
膨
大
な
資
料
を
も
と
に
、
八

女
に
焦
点
を
当
て
た
小
説
を
４
年
の
歳

月
を
費
や
し
て
書
き
上
げ
ま
し
た
。

「
地
方
に
国
宝
級
の
文
書
が
残
っ
て
い
る

こ
と
は
大
変
珍
し
い
こ
と
。
古
文
書
な

ど
を
大
切
に
守
っ
て
こ
ら
れ
た
五
條
家

の
方
々
は
大
変
な
ご
苦
労
を
さ
れ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。
五
條
家
文
書
に
出
て

く
る
武
将
の
末
裔
が
今
も
な
お
こ
の
地

で
生
活
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
興
味
深
い

発
見
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
」
と
太

郎
良
さ
ん
と
佐
藤
さ
ん
。

「『
九
州
の
南
朝
』
は
小
説
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
史
実
で
も
あ
り
ま
す
。
南
北
朝

激
動
の
時
代
の
終
焉
は
八
女
。
参
加
し

た
の
は
八
女
の
皆
さ
ん
の
先
祖
。
八
女

に
は
い
ろ
ん
な
文
化
遺
産
が
あ
り
ま
す

が
、
地
域
の
宝
の
一つ
と
し
て
こ
の
よ
う

な
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

南北
朝時代の八

女を伝える

★1月の館内整理日は25日㈮★

絵本や紙芝居など親子でお楽
しみください。

♥本館　5日、12日、19日、
26日、※いずれも土曜日14
時から、おはなしコーナーで
♥黒木分館　12日㈯11時～
おはなしコーナー

1月のよみきかせ

年末年始は12/28～1/4がお休みとなります

1月のあかちゃんよみきかせ
0歳～2歳児対象によみき
かせやわらべうたなど。
♥本館　19日㈯11時～
２階研修室
♥黒木分館　24日㈭11時
～おはなしコーナー

◦出演＝弓削田健
介さん（放浪の
合唱作曲家）/副
田ひろみさん（フ
リーアナウンサー）
◦日時＝２月３日㈰13時 30分～
◦場所＝八女文化会館１階
★１月１５日から入場整理券を
八女市立図書館本館・各分館
でお配りします。

どんなのができるかな？何色
がいいかな。バルーンアート
に挑戦しよう！！
◦日時＝２月２日㈯14時 30
分～
◦場所＝八女文化会館２階
◦定員＝30人（要申込）
◦申込＝１月15日㈫から本
館・各分館で受付。定員に
なりしだい受付を終了します。

◦日時＝２月２日㈯・３日㈰・
※９日㈯・10日㈰・11日㈷
★11時と14時の各日２回。
◦場所＝八女市立図書館２階
研修室（絵本だいすきメイン
会場）★いつもとちがう雰囲
気の中でのよみきかせにぜひ
ご参加ください。※９日㈯11
時からは、０～２歳児対象の
「あかちゃんよみきかせ」です。

今年も、絵本だいすきを開催します。今回のテーマは『ｃｏｌｏｒ　色』です。期間中は、
おすすめの本の展示や参加型のイベント、ボランティア等によるよみきかせなどをおこ
ないます。大人から子どもまで楽しんでいただけるこの期間にもぜひおいでください。

※場所　本館、各分館　

絵本だいすき『ｃｏｌｏｒ 色』

いのちと夢のコンサート
絵本だいすきよみきかせるんるんバルーンアート♪ ～絵本がおしえてくれた大切なこと～
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八
女
市
農
業
委
員
会
会
長
の
塚

本
ち
ゑ
子
さ
ん
が
福
岡
県
男
女
共

同
参
画
表
彰
を
受
賞
し
、「
福
岡
県

男
女
共
同
参
画
の
日
」
に
あ
た
る

11
月
24
日
㈯
に
行
わ
れ
た
第
11
回

男
女
共
同
参
画
表
彰
式
で
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
や

職
域
等
で
男
女
共
同
参
画
の
推
進

に
著
し
い
功
績
が
あ
り
、
他
の
模

範
と
認
め
ら
れ
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
企
業
や
団
体
、
個
人
を
表

彰
す
る
も
の
で
す
。

塚
本
さ
ん
は
、
県
内
初
の
女
性
農

業
委
員
会
会
長
と
し
て
先
駆
的
に
活

動
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
女
性
の

先
駆
的
活
動
部
門
」
で
受
賞
。
農

業
に
従
事
し
な
が
ら
、
大
型
機
械
免

許
の
取
得
を
き
っ
か
け
に
、
自
分
の

経
験
や
学
ん
だ
こ
と
を
次
に
続
く
女

性
に
還
元
し
よ
う
と
「
ト
ラ
ク
タ
ー

講
習
会
」
や
「
じ
ゃ
が
い
も
づ
く
り

講
習
会
」
な
ど
を
率
先
し
て
開
催
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
18
年
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
役
職
に
就
任
す
る
な
ど

積
極
的
に
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

塚
本
ち
ゑ
子
さ
ん
が
第
11
回
福
岡
県
男
女
共
同
参
画
表
彰

八
女
市
文
化
祭
句
会

入
選
作
紹
介

14

海老井副知事から賞状と記念品が贈られました

優勝した木屋フェニックスの選手の皆さん

ア
ト
リ
エ
跡
・
八
女
公
園
周
辺

を
11
月
18
日
㈰
、
吟
行
し
ま
し
た
。

入
選
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

（
堤 

呼
秋
選
）

特
選

立
話
ふ
と
見
る
庭
の
返
り
花

                        

牛
島
景
子

雅
び
な
る
調
べ
に
乗
せ
て
菊
捧

ぐ                     

松
崎
伸
子

落
葉
舞
ふ
バ
ル
ビ
ゾ
ン
て
ふ
大

通
り                  

堤
多
鶴
子

佳
作

深
秋
や
神
の
窟
に
笛
太
鼓

                      

松
延
ミ
サ
ト

大
豆
畑
触
れ
な
ば
す
べ
て
弾
け

さ
う                

穴
見
ミ
キ
エ

空
澄
み
て
水
琴
窟
の
余
韻
か

な                     

松
崎
伸
子

広
び
ろ
と
真
青
に
走
る
葱
の
畝

                        

堤
多
鶴
子

黄
葉
し
て
宮
は
奥
行
深
め
け

り                     

堤
多
鶴
子

11
月
18
日
㈰
・
24
日
㈯
に
行
わ

れ
た
第
16
回
三
潴
シ
ア
タ
ー
ズ
・

西
牟
田
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
旗
争
奪
合

同
親
善
少
年
野
球
大
会
で
黒
木
町

の
少
年
野
球
チ
ー
ム 

木
屋
フ
ェ
ニ

ッ
ク
ス
が
優
勝
し
ま
し
た
。
同
チ

ー
ム
は
12
人
と
小
人
数
な
が
ら
チ

ー
ム
ワ
ー
ク
で
見
事
優
勝
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。

「
私
た
ち
木
屋
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
は
12

人
を
小
人
数
な
が
ら
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
一
緒
に
野
球
し

ま
せ
ん
か
？
部
員
募
集
中
で
す
。」

木
屋
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
が

優
勝

（上）お茶クラブの部員の皆さん（右）茶室の正式な
出入り口である躙

にじ

り口から出入りします

星
野
小
学
校
お
茶
ク
ラ
ブ

は
、活
動
場
所
の「
茶
の
文
化
館
」

が
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
で
甚

大
な
被
害
を
受
け
た
こ
と
で
活

動
が
で
き
ず
に
休
止
し
て
い
ま

し
た
。
11
月
14
日
㈬
、
同
ク
ラ

ブ
の
活
動
が
約
４
か
月
ぶ
り
に

再
開
し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
今
年
で
６
年

目
。
茶
道
は
日
本
文
化
を
代

表
す
る
総
合
芸
術
で
あ
り
、
四

季
折
々
の
大
自
然
の
恵
み
を
知

る
こ
と
に
よ
っ
て
心
豊
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
お
茶
室
体
験
、
和

菓
子
作
り
体
験
を
し
た
児
童
ら

は
、「
今
年
の
災
害
で
ど
う
な
る

か
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
大
自

然
の
恐
ろ
し
さ
と
、
お
茶
の
恵

み
を
知
り
ま
し
た
。
和
菓
子
作

り
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」
な

ど
と
話
し
、
久
し
ぶ
り
の
ク
ラ

ブ
活
動
に
感
動
の
笑
顔
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。

星
野
小
お
茶
ク
ラ
ブ
活
動
再
開
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平
成
24
年
度
九
州
地
区
商
工
会

青
年
部
若
い
経
営
者
の
主
張
大
会

が
11
月
20
日
㈫
行
わ
れ
、
福
岡
県

代
表
と
し
て
出
場
し
た
星
野
村
の

山
口
智
臣
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
山
口
さ
ん
は
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
と
し
て
第
14
回
商
工

会
青
年
部
全
国
大
会
に
出
場
し
ま

す
。山

口
さ
ん
は
肉
や
魚
な
ど
の
自

然
包
装
資
材
と
し
て
昔
か
ら
使
わ

れ
て
き
た
薄
い
木
の
板
「
経き

ょ
う
ぎ木

」
の

製
造
販
売
を
営
ん
で
い
ま
す
。
７

月
の
九
州
北
部
豪
雨
で
山
口
さ
ん

の
事
業
所
も
大
き
な
被
害
に
遭
い

ま
す
が
、「
経
木
と
い
う
伝
統
的
な

産
業
を
守
り
、
そ
し
て
八
女
の
地

で
商
工
業
を
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と

が
自
分
の
使
命
で
あ
る
」
と
力
強

く
主
張
し
、
全
国
大
会
出
場
を
つ

か
み
取
り
ま
し
た
。
八
女
市
商
工

会
青
年
部
役
員
ら
と
市
役
所
を
訪

れ
て
三
田
村
市
長
に
報
告
し
た
山

口
さ
ん
は
「
県
代
表
と
し
て
私
な
り

に
最
高
の
舞
台
で
思
い
切
り
発
表

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
光
栄

な
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
国

大
会
に
向
け
て
一
生
懸
命
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

全
国
大
会
は
２
月
６
日
㈬
に
徳

島
県
で
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の

応
援
お
願
い
し
ま
す
。

「
わ
ら
べ
の
森
・
自
然
体
験
教
室
」を
開
催
！

全
国
商
工
会
青
年
部
大
会
に
出
場

稲刈り体験に参加した子どもたち

全国大会への出場は八女市商工会管内では３人目となる山口さん（右から２人目）

た
く
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表彰式であいさつをする三田村市長

慶
仁
会
杯
豪
雨
災
害
復
興
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
第
５
回
ス
ポ
ー
ツ

振
興
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
11
月
23

日
㈷
、
八
女
上
陽
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

例
年
、
本
大
会
に
協
力
い
た
だ

い
た
企
業
や
参
加
者
の
資
金
は
激

励
費
と
し
て
、
市
民
が
全
国
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
等
に
出
場
す
る
際
に

活
用
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
慶
仁

会
を
始
め
と
す
る
多
く
の
企
業
お

よ
び
１
７
９
人
の
参
加
者
か
ら
協

力
い
た
だ
い
た
収
益
金
62
万
５
１

７
４
円
は
、
九
州
北
部
豪
雨
被
災

者
へ
の
義
援
金
と
し
て
寄
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
（
宝
く
じ
助
成
金
）
を

活
用
し
て
、
下
横
山
第
２
行
政

区
が
青
少
年
健
全
育
成
事
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

実
施
期
間
は
６
月
～
11
月
で
、

「
わ
ら
べ
の
森
・
自
然
体
験
教
室
」

と
題
し
て
活
動
。
上
陽
校
区
の

小
学
生
な
ど
延
べ
１
８
６
人
が
参

加
。
主
会
場
の
ふ
る
さ
と
わ
ら
べ

館
を
中
心
に
、
栗
拾
い
体
験
（
９

月
）、
稲
刈
り
体
験
（
10
月
）、

秋
ま
つ
り
体
験
（
11
月
）、
山
遊

び
体
験
（
11
月
）
と
４
つ
の
活

動
を
実
施
。
毎
回
、
自
然
観
察

会
と
組
み
合
わ
せ
て
行
い
、
野
遊

び
の
楽
し
さ
や
危
険
な
生
き
物

か
ら
身
を
守
る
術
を
森
の
達
人

が
伝
授
し
ま
し
た
。
企
画
運
営

を
担
当
し
た
立
石
三
義
さ
ん
（
し

も
や
ま
和
楽
べ
会
々
長
）
は
「
昔

の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
が
野
外
で

活
発
に
遊
ぶ
こ
と
を
願
っ
て
企
画

し
ま
し
た
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
継
続
し
た
い
」
と
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

上
陽
町
の
「
蓮
の
実
団
地
」
入

所
者
が
12
月
８
日
㈯
、
市
内
の
公

園
な
ど
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し

た
。今

年
も
、
日
ご
ろ
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
地
元
の
人
々
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
込
め
て
、
清
水
町
商
店

街
駐
車
場
と
北
川
内
公
園
、
清
水

町
公
園
の
市
内
３
か
所
に
分
か
れ

て
希
望
し
た
入
所
者
15
人
が
清
掃

作
業
を
し
ま
し
た
。
北
川
内
公
園

で
は
、
例
年
よ
り
落
ち
葉
が
多
く
、

前
日
の
雨
に
よ
り
落
ち
葉
が
ぬ
れ

て
作
業
し
に
く
い
状
況
で
し
た
が
、

同
日
に
作
業
を
行
っ
た
「
蓮
の
実

園
」
の
利
用
者
ら
と
協
力
し
て
作

業
を
行
い
、
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

市
内
の
公
園
な
ど
を
清
掃落ち葉がぬれて作業しにくいなか作業しました
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大
塚
徳
重
さ
ん
（
新
庄
）
が
平

成
24
年
度
農
事
功
績
表
彰
で
緑

白
綬
有
功
章
を
受
け
ま
し
た
。
大

塚
さ
ん
は
電
照
菊
を
生
産
し
て
お

り
、
品
種
の
組
み
合
わ
せ
や
作
型

開
発
に
よ
る
年
間
を
通
し
た
栽
培

技
術
の
確
立
と
省
力
化
な
ど
の
功

績
が
認
め
ら
れ
て
の
受
章
で
し
た
。

ま
た
、
昭
和
63
年
か
ら
平
成
16
年

ま
で
の
通
算
17
年
間
、
八
女
市
花

卉
園
芸
組
合
と
福
岡
八
女
農
業
協

同
組
合
八
女
電
照
菊

部
会
の
役
員
を
務
め
、

電
照
菊
の
産
地
化
と

ブ
ラ
ン
ド
化
に
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た
。

「
こ
の
よ
う
な
賞
を

い
た
だ
け
た
の
は
、
何

よ
り
も
部
会
の
皆
さ
ん

の
お
陰
で
す
」
と
大
塚
さ
ん
。
外
国

か
ら
の
輸
入
菊
に
対
抗
す
る
た
め
に

部
会
が
県
に
要
望
し
て
開
発
さ
れ

た
福
岡
県
の
ブ
ラ
ン
ド
菊
『
雪
姫
』

は
純
白
の
大
輪
で
花
の
も
ち
が
良
い

の
が
特
徴
で
す
。
大
塚
さ
ん
は
「
雪

姫
は
市
場
で
高
い
評
価
を
い
た
だ

き
、あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。『
雪
姫
』

の
よ
う
な
菊
で
も
っ
と
省
エ
ネ
で
生

産
で
き
る
品
種
が
で
き
れ
ば
い
い
で

す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

大
名
行
列
が
練
り
歩
く

太鼓や笛の音に合わせて風流を舞う受賞し喜びの表情の大塚さん（左）

旬の食材を使い、手早く調理しました

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
提
案
事
業
認
定

旬
の
食
材
で
つ
く
る
簡
単
介
護
食

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栄
養
ケ
ア
・
ち
っ

ご
に
よ
る
高
齢
者
の
栄
養
の
基
本

と
食
べ
や
す
い
調
理
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
の
話
と
調
理
実
習
が
11

月
20
日
㈫
、
黒
木
町
の
ふ
じ
の
里

調
理
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

介
護
等
に
携
わ
る
26
人
が
参
加
。

旬
の
食
材
を
利
用
し
た
「
長
ね
ぎ

の
シ
ー
フ
ー
ド
シ
チ
ュ
ー
・
み
そ
マ

ヨ
和
え
・
大
根
の
炒
め
酢
・
焼
き
リ

ン
ゴ
」
の
４
品
を
１
時
間
足
ら
ず
で

作
り
上
げ
、
お
い
し
く
会
食
し
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
食
材
の
切

り
方
や
扱
い
方
、
味
付
け
の
方
法

等
知
ら
な
い
こ
と
を
学
べ
た
」、「
食

材
を
捨
て
る
こ
と
な
く
す
べ
て
使
い

切
っ
た
こ
と
が
よ
か
っ
た
」、「
お
い

し
い
料
理
が
簡
単
に
で
き
た
」
な
ど

喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栄
養
ケ
ア
・
ち
っ
ご

で
は
、
１
月
15
日
お
り
な
す
八
女
、

２
月
19
日
か
が
や
き
で
18
時
30
分

か
ら
「
病
気
や
体
調
に
応
じ
た
食

事
の
工
夫
」の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

介
護
の
仕
事
や
家
族
の
た
め
に
多

く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
八
女
市
立
花
町
防
火
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
」が
12
月
２
日
㈰
、

立
花
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
12
チ
ー

ム
約
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
八
女
市
立
花
防
火

委
員
会
と
八
女
市
立
花
消
防
団
が

共
催
。「
わ
が
家
の
安
心
・
地
域
の

安
全
」
を
目
的
に
、
主
婦
層
へ
の

防
火
意
識
の
啓
発
と
体
育
館
等
公

共
施
設
の
利
用
者
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方

を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
、
防
火
防

災
研
修
と
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
を
合
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
４
回
目
の
今
年
は
、
研
修
以

外
に
７
月
に
発
生
し
た
九
州
北
部

豪
雨
災
害
の
写
真
展
示
や
消
防
署

等
の
関
係
機
関
が
撮
影
し
た
空
撮

ビ
デ
オ
上
映
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
参
加
者
は
試
合
で
親
睦
を
深

め
る
と
と
も
に
、
研
修
を
は
じ
め

試
合
の
合
間
に
は
写
真
や
ビ
デ
オ

を
見
て
、
災
害
の
恐
ろ
し
さ
や
防

災
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
考
え

て
い
た
よ
う
で
し
た
。

【
大
会
結
果
】

優
勝　
モ
ッ
プ
ス　
２
位　
Ａ
Ｇ
Ｏ

３
位　
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ

AEDを使った心肺蘇生法の研修も行われました

親睦が深まったソフトバレーボール

災
害
の
恐
ろ
し
さ
や
防
災
の
大
切
さ
を
実
感

県
の
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を

受
け
て
い
る
「
田
代
の
風
流
」
が
12
月

８
日
㈯
、
黒
木
町
田
代
地
区
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
大
名
行
列
の
出
発
を
前
に
華

や
か
な
風
流
が
披
露
さ
れ
た
後
、
お
し

ろ
い
を
塗
っ
て
扮
装
し
た
奴
姿
の
男
衆

た
ち
が
沿
道
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。
道

中
、
鮮
や
か
な
竿
さ
ば
き
や
は
さ
み
持

ち
が
道
中
文
句
を
披
露
す
る
と
沿
道

か
ら
は
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

大
塚
徳
重
さ
ん
が
緑
白
綬
有
功
章



社会医療法人 天神会 辺春診療所
◦診療時間
▷診察　月～金　9時～12時30分・16時～17時
▷往診　月～金　13時30分～16時
▷休診　土日祝日
◦診療科目
▷内科　▷循環器内科　
◦所在地
▷八女市立花町上辺春1080（☎36・0010）

八
女
市
立
花
町
上
辺
春
地
区
に
、
廃
校
さ
れ
た
旧
上
辺
春
小
学

校
校
舎
の
一
部
を
改
修
し
た
診
療
所
が
、
12
月
か
ら
開
業
し
ま
し

た
。
辺
春
地
区
は
平
成
22
年
か
ら
無
医
地
区
状
態
と
な
っ
て
お
り
、

地
元
住
民
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
待
ち
に
待
っ
た
診
療
所
と
な
り
ま

す
。
診
療
所
の
運
営
は
す
べ
て
久
留
米
市
の
社
会
医
療
法
人
「
天

神
会
」
が
行
い
ま
す
。

診
療
所
も
予
防
医
療
に
力
を
入
れ
た
診
療
に
取
り
組
ま
れ
る
予

定
で
、
地
域
に
根
ざ
し
た
診
療
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

廃
校
し
た
旧
上
辺
春
小
学
校

校
舎
を
利
用
し
た
「
辺
春
診

療
所
」
が
開
業
し
ま
し
た

税
に
関
す
る
中
高
生
の
「
作
文
」
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た

（上）税に関する「作文」の中学生の入賞者の皆さん
（下）税に関する「作文」の高校生の入賞者の皆さん

①診察室 ②入口などと
ころどころに校舎の名
残が見られます ③レン
トゲン室 ④校舎跡とい
うことで木を使ったあ
たたかみのある造りに
なっています

八
女
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
が

中
高
生
の
税
へ
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
お
う
と
行
っ
て
い
る
平
成
24
年
度
の

「
税
に
関
す
る
作
文
」
の
表
彰
式
が
11

月
27
日
㈫
、
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
は
黒
木
中
学
校
３
年
の
坂
之

下
鈴れ

い

さ
ん
が
国
税
庁
長
官
賞
を
受
け

ま
し
た
。
坂
之
下
さ
ん
は「
父
の
仕
事
」

と
題
し
て
、
身
近
な
生
活
の
中
か
ら
納

税
の
役
割
と
そ
の
重
要
性
を
主
張
し
ま

し
た
。
ほ
か
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
（
敬
称
略
）。

▽
福
岡
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

＝
「
災
害
復
旧
に
つ
な
が
る
税
」
江
﨑

裕
生
（
輝
翔
館
中
教
校
）
▽
八
女
市
租

税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞
＝「
借
金
大

国
、日
本
」福
山
沙
希
（
同
）▽
八
女
市

長
賞
＝「
身
近
な
税
金
」渡
辺
早
紀
（
八

女
学
院
中
）▽
八
女
市
教
育
委
員
会
教

育
長
賞
＝「
税
金
で
救
わ
れ
る
国
民
の

生
活
」
樋
口
真
純
（
輝
翔
館
中
教
校
）

▽
八
女
税
務
署
長
賞
＝「
税
と
九
州
北

部
豪
雨
」
鴫
山
奈
菜
（
同
）・「
災
害
と

税
」
山
口
紗
也
可
（
同
）
▽
福
岡
県
筑

後
県
税
事
務
所
長
賞
＝「
も
し
税
金
が

な
か
っ
た
ら
」
大
津
菜
々
（
福
島
高
）・

「
税
と
は
助
け
合
い
の
か
た
ち
」松
尾
清

司
（
筑
南
中
）
▽
八
女
地
区
税
務
連
絡

協
議
会
長
賞
＝
「
誰
か
の
た
め
に
」
轟 

葉
月
（
輝
翔
館
中
教
校
）・「
税
の
視

点
」
月
足
秋
子
（
同
）
▽
八
女
納
税
貯

蓄
組
合
連
合
会
長
賞
＝「
税
に
つ
い
て
」

尾
畑
紗
也
香
（
同
）
▽
八
女
納
税
貯
蓄

組
合
連
合
会
優
秀
賞
＝「
私
た
ち
の
暮

ら
し
と
消
費
税
」
加
藤 
瞳
（
上
陽
北
汭

学
園
中
）▽
八
女
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

会
感
謝
状
＝
黒
木
中
学
校

①

②③

④
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八
女
地
区
商
工
連
合
会
と
㈳
八

女
法
人
会
共
催
で
、
新
春
経
済
講

演
会
と
題
し
て
基
調
講
演
を
開
催

し
ま
す
。
講
師
は
テ
レ
ビ
で
も
活
躍

さ
れ
て
い
る
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
の
森

永
卓
郎
氏
。
金
融
、
経
済
な
ど
多

方
面
か
ら
現
在
の
日
本
、
こ
れ
か

ら
の
日
本
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。
入

場
無
料
。

◦
テ
ー
マ
＝
「
激
動
の
日
本
経
済
、

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
？
」

◦
日
時
＝
１
月
15
日
㈫
18
時
～

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
商
工
会
議

所
（
☎
２
２
・
５
１
６
１
）、
八
女

市
商
工
会
（
☎
４
２
・
０
１
５
３
）

◦
日
時
＝
１
月
20
日
㈰
９
時
出
発

※
小
雨
決
行
・
強
雨
時
は
中
止

◦
集
合
場
所
＝
宮
島
公
民
館
横
大

神
宮
（
八
女
市
宮
島
）

◦
コ
ー
ス
＝
宮
島
公
民
館
～
船
小

屋
（
往
復
８
キ
ロ
）

◦
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
一
般
１
５

０
円
（
保
険
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
世
話
人
・
荒
尾
さ

ん
（
☎
２
３
・
５
４
８
１
）

◦
日
時
＝
１
月
20
日
㈰
８
時
30
分

立
花
体
育
館
集
合
、
９
時
出
発

◦
コ
ー
ス
＝
立
花
体
育
館
～
仁
合

～
飛
形
山
中
腹
～
山
崎
～
立
花
体

育
館
　
※
参
加
費
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
世
話
人
上
野
さ

ん
（
☎
２
３
・
５
０
８
０
）

　
結
成
15
周
年
記
念
演
奏
会
。
ぜ

お
知

ら
せ

　
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ
で
日
ご
ろ

行
わ
れ
て
い
る
社
交
ダ
ン
ス
や
中
高

齢
者
体
操
、
太
極
拳
教
室
、
フ
ラ

ダ
ン
ス
教
室
な
ど
各
教
室
の
発
表

を
し
ま
す
。
友
情
出
演
も
お
楽
し

み
に
。
ぜ
ひ
、見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ
め

ホ
ー
ル

◦
期
日
＝
１
月
19
日
㈯
９
時
～

◦
入
場
料
＝
５
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ

ブ
事
務
局
（
総
合
体
育
館
内
）

☎
２
４
・
１
３
４
０

◦
日
時
＝
１
月
13
日
㈰
９
時
～

※
八
女
伝
統
工
芸
館
前
に
８
時
30

分
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
八
女
伝
統
工
芸
館
～
福

島
八
幡
宮
～
堀
江
神
社
～
岡
山
公

園
～
八
女
伝
統
工
芸
館
（
約
７
㌔
）

◦
参
加
費
＝
会
員
無
料
、
一
般
百
円

（
保
険
料
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会

鶴
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
３
３
２
６
・

３
１
３
３
）

ひ
聴
き
に
き
て
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
１
月
27
日
㈰
14
時
～

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル

◦
入
場
料
＝
５
百
円
、
中
学
生
以

下
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
国
武
さ
ん

（
☎
０
９
０・９
４
０
７・９
８
８
４
）

◦
日
時
＝
１
月
27
日
㈰
13
時
～

◦
会
場
＝
柳
川
市
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
水
の
郷
」

◦
内
容
＝
▽
講
演
「
子
ど
も
の
生

き
る
た
め
の
底
力
を
つ
け
る
」
千
葉

大
学
教
授
・
明
石
要
一
さ
ん

▽
実
践
発
表
「
実
体
験
を
重
視
し

た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
」「
広
川

町
太
田
区
に
お
け
る
通
学
合
宿
」

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後
教
育
事

務
所
社
会
教
育
室
（
☎
０
９
４
２
・

５
３
・
７
５
２
４
）

　
長
年
子
育
て
支
援
に
携
わ
る
晴

明
保
育
園
・
辻
広
明
園
長
に
よ
る
、

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
の
育

て
方
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。
参
加

費
無
料
、
前
日
ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
※
託
児
予
約
は
１

週
間
前
ま
で

◦
日
時
＝
１
月
16
日
㈬
13
時
30
分

～
15
時

◦
場
所
＝
黒
木
公
民
館
藤
楠
の
間

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
館
（
☎
４
２
・

９
７
３
０
）

　
だ
れ
も
が
気
楽
に
楽
し
め
ま
す
。

室
内
用
運
動
靴
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
１
月
12
日
㈯
20
時
～
※

毎
月
第
２
土
曜
日

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ

吉
田
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
Ｃ
ｌｕ
Ｂ

新
春
経
済
講
演
会

新
春
三
社
詣
ウ
オ
ー
ク

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ま
つ
り
２
０
１
２

八
女
混
声
合
唱
団
第
２
回
演
奏
会

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

教
育
力
向
上
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

子
育
て
学
級
公
開
講
座

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
教
室

空き家を売りたい・貸したい人は、
下記までお問い合わせください。
⃝募集対象エリア＝黒木町・上
陽町・立花町・矢部村・星野村
⃝問い合わせ＝空き家バンク情
報センター【黒木総合支所内】
☎４２・１１１１（内線４１１）
★受付時間＝平日9時～17時
※お越しの際は必ず事前にお電
話ください。

空き家情報を募集しています♪

教
室
・
講
座

　八女の和紙を使って自分だけ
のたこを作ってみませんか。
⃝日時＝１月19日㈯ 10 時～⃝会場＝八
女文化会館⃝対象＝市内子ども会会員

（子ども）とその保護者⃝参加費＝300
円⃝持参する物＝はさみ、のり、たこ糸、
ナイフ（竹ひご用）⃝申込締切＝1月11
日㈮※申し込みは電話にて受付ます。

　「たこ作り教室」で作ったたこや手作り
のたこを持ち寄って親子などで参加しま
せんか。優秀作品には賞状と記念品を
贈呈します。( 子ども会会員のみ）
⃝日時＝１月27日㈰ 10 時～⃝会場＝八
女市春の山公園※申し込みは当日会場に
て受付ます。※雨天の場合、上陽公民
館でたこの審査を行います。

市子連 『たこ作り教室』

市子連 『親と子のたこあげ大会』

たこ作り教室、たこあげ大会
⃝申し込み・問い合わせ＝男女共同
参画・生涯学習課（☎２３・１３１８）龍

まき割りからもちを丸めるまで、
子どもと大人のチームをつくり一緒に
体験します。※豆まきの豆をまく年男・
年女（巳年生まれ）を 20 人募集します。
◦期日＝２月３日㈰、受付９時 45 分～
※雨天決行◦会場・問い合わせ＝共生
の森（☎２２・２２５７）

共生の森「もちつき・豆まき」

プレミアム付
「はちひめ商品券」
は１月６日㈰まで
にご使用ください

有効期限を過ぎますと、ご使用い
ただけません。お早めにご使用く
ださい。最新の取扱店一覧は商
工会議所やHPで公開しています。

◦問い合わせ＝
八女商工会議所
（☎ 22・5161）
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月
18
日
㈮
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

受
付
は
１
月
15
日
㈫
ま
で

◦
１
次
試
験
＝
２
月
３
日
㈰

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
人
事
委
員
会

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
９
５
６
）

　
授
業
料
無
料
（
教
科
書
代
等
は

実
費
必
要
）。
募
集
締
切
は
１
月
25

日
㈮
。
選
考
日
・
応
募
資
格
・
訓

練
期
間
は
訓
練
科
に
よ
り
異
な
り

ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
科
名
＝
自
動
車
整
備
科
、

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、
建
築
科

※
１
月
20
日
㈰
仕
事
体
験
を
開
催

（
要
予
約
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９
４

２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　
授
業
料
無
料
（
教
科
書
代
等
は

実
費
必
要
）。
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
定
員
20

人
。

◦
訓
練
コ
ー
ス
＝
医
療
事
務
科
②

◦
募
集
期
間
＝
１
月
４
日
㈮
～
２

月
４
日
㈪
※
訓
練
期
間
は
３
月
１

日
～
５
月
31
日
大
牟
田
市
で
開
催

◦
入
校
選
考
日
＝
２
月
12
日
㈫

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
八
女
（
☎
２
３・６
１
８
８
）

合
支
所
建
設
課
（
☎
４
２
・
１
１

１
７
）
▽
立
花
支
所
建
設
課
（
☎

２
３
・
４
９
３
０
）
▽
上
陽
支
所

建
設
経
済
課
（
☎
５
４・２
２
１
９
）

▽
矢
部
支
所
建
設
経
済
課
（
☎
４

７
・
３
１
１
１
）
▽
星
野
支
所
建

設
経
済
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
４
）

　
４
月
１
日
採
用
予
定
。
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
区
分
（
採
用
予
定
人
数
）

＝
①
診
療
放
射
線
技
師
（
１
人
）

②
臨
床
検
査
技
師
（
1
人
）
③
理

学
療
法
士
（
１
人
※
介
護
老
人
保

健
施
設
回
寿
苑
専
任
）

◦
受
験
資
格
＝
①
②
昭
和
63
年
４

月
２
日
以
降
生
ま
れ
③
昭
和
58
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
※
い
ず
れ

も
免
許
有
資
格
者
か
今
春
取
得
見

込
み
の
人

◦
１
次
試
験
＝
１
月
23
日
㈬

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
病
院
人
事
係

（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

　
大
学
卒
業
程
度
（
Ⅰ
類
土
木
）

15
人
ほ
ど
採
用
予
定
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
る
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
受
付
期
間
＝
１
月
７
日
㈪
～
１

間
単
位
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
支
所
商
工

観
光
係
内
観
梅
会
実
行
委
員
会
事

務
局
（
☎
２
３
・
４
９
４
１
）

　
市
営
住
宅
に
空
室
が
出
た
場
合
、

毎
年
（
２
月
、
５
月
、
８
月
、
11

月
）
年
４
回
公
開
の
抽
選
会
を
し

て
い
ま
す
。
入
居
申
込
は
、
常
時

八
女
市
役
所
本
庁
、
黒
木
総
合
支

所
、
各
支
所
で
受
付
け
て
い
ま
す
。

（
各
抽
選
月
の
前
月
末
ま
で
に
申
し

込
ん
だ
人
を
対
象
に
抽
選
）
な
お
、

資
格
等
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
都
市
計
画
課

（
☎
２
３
・
２
５
７
７
）
▽
黒
木
総

と
役
に
立
ち
ま
す
。
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
き
ん
を
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
１
月
29
日
㈫
10
時
～
14
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
調
理
室

◦
内
容
＝
魚
料
理
ほ
か

◦
会
費
＝
３
０
０
円
（
材
料
代
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
1
月
15

日
㈫
ま
で
に
男
女
が
輝
く
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
や
め
・
小
川
さ
ん
（
☎
０
９

０
・
３
６
０
９
・
２
５
６
１
）

　
２
月
23
日
㈯
～
３
月
３
日
㈰
、

第
24
回
夢
た
ち
ば
な
観
梅
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
観
梅
会
に
お
い

て
、
準
備
や
運
営
な
ど
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
半
日
で
も
時

Ｈ
ク
ラ
ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
先
着
36
チ
ー
ム
で
申
し
込
み
受

付
中
。
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
は
ビ
ニ
ー
ル

の
ボ
ー
ル
で
簡
単
に
プ
レ
ー
で
き
ま

す
。
初
心
者
Ｏ
Ｋ
で
す
。
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
１
月
13
日
㈰
９
時
～
　

◦
会
場
＝
総
合
体
育
館
２
階
球
技
場

◦
参
加
費
＝
一
人
２
０
０
円（
一
般
）、

無
料
（
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ
会
員
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ

ブ
（
☎
２
４
・
１
３
４
０
）

　
あ
な
た
に
も
作
れ
ま
す
。
き
っ

男
子
厨
房
に
入
ろ
う

「
夢
た
ち
ば
な
観
梅
会
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

市
営
住
宅
入
居
者

公
立
八
女
総
合
病
院
職
員

福
岡
県
職
員

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

試　

験

就
業
支
援

福岡県内からの「110 番」は、すべて警察本部の
通信指令室につながります。「110 番」にかけると、
警察官が必要なことを質問しますので、落ち着い
てはっきりと答えてください。「110 番」は、事件
事故の緊急通報専用電話です。急を要しない相談
などの 110 番は、1分 1 秒を争う緊急な事件事故
への対応を遅らせる原因となります。警察に対す
る相談・要望は、警察相談専用電話 ( ♯9110） へ
お願いします。

事件事故なら１１０番
相談ごとなら♯９１１０

１月10日は
「１１０番の日」

県警シンボルマスコット「ふっけい君」

１１０番

緊急時
あわてず
あせらず

福
岡

事件ですか？事故ですか？

場所はどこですか？

いつのことですか？
警察官が手配に必要なこと
を順番に尋ねますので、落
ち着いて答えてください。
※走行中の携帯電話は使用禁止
です。必ず止まって110番

事故です
八女市清水町の交差点です
5 分ほど
前です
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福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、

母
子
家
庭
の
母
、
ま
た
は
寡
婦
で
、

求
職
・
転
職
希
望
者
で
講
習
会
修

了
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
対
象
に
「
パ
ソ
コ
ン

中
級
講
習
会
」
を
行
い
ま
す
。
託

児
は
事
前
予
約
、
定
員
20
人
。

◦
内
容
＝
平
日
（
９
時
～
12
時
）

の
12
日
間
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知
識

が
あ
る
人
を
対
象
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
を
取
り
入
れ
な
が
ら
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
は
か
り
、就
労
に
結
び
つ
け
る
。

◦
期
日
＝
２
月
５
・
６
・
７
・
13
・

14
・
20
・
21
・
25
・
26
・
27
・
28
日
・

３
月
１
日

◦
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
２

５
２
０
円
程
度
自
己
負
担
）

◦
締
切
＝
１
月
22
日
㈫
必
着

◦
会
場
＝
春
日
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ

◦
申
込
＝
福
岡
県
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
９

　
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

の
養
育
費
な
ど
の
生
活
上
の
問
題

に
関
す
る
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法

律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
１
月
16
日
㈬
13
時
～
15
時

◦
場
所
＝
柳
川
市
役
所
（
柳
川
庁

舎
）
２
階
第
４
会
議
室

※
相
談
希
望
者
は
、
相
談
日
前
日

ま
で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。（
先

着
順
受
付
、
１
日
４
人
、
１
人
当

り
の
相
談
時
間
は
約
30
分
）

◦
予
約
電
話
（
☎
０
９
２・５
８
４・

３
９
３
１
）
※
平
日
９
時
～
17
時

　
子
育
て
、
い
じ
め
、
ひ
き
こ
も
り

な
ど
20
歳
未
満
の
子
ど
も
に
関
す

る
様
々
な
相
談
を
、
面
接
ま
た
は

電
話
で
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
無

料
、
電
話
代
等
は
自
己
負
担

◦
期
日
＝
１
月
18
日
㈮
～
19
日
㈯
、

９
時
30
分
～
16
時
30
分

◦
相
談
電
話
＝
☎
０
９
２・５
８
４・

１
０
０
１
※
期
間
中
限
定

◦
面
接
相
談
場
所
＝
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ
（
春
日
市
）

◦
面
接
予
約
＝
福
岡
県
青
少
年
課

（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
８
８
）

　
予
約
不
要
、
直
接
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

２
・
５
８
４
・
３
９
３
１
　
N
０
９

２
・
５
８
４
・
３
９
２
３
）
※
申
込

書
は
子
育
て
支
援
課
に
準
備
し
て

い
ま
す
。（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

　
久
留
米
年
金
事
務
所
の
職
員
が

八
女
商
工
会
議
所
で
個
別
に
年
金

相
談
に
応
じ
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
前
日
ま
で
に
予
約
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
１
月
16
日
㈬
、
２
月
20
日

㈬
、
10
時
～
12
時
、
13
時
～
15
時

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
事
務

所
（
☎
０
９
４
２
・
３
３
・
６
２
１

５
、
０
９
４
２
・
３
３
・
６
１
９
２
）

※
年
金
の
受
給
や
請
求
に
つ
い
て
の

問
い
合
わ
せ
は
、「
ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１

６
５
ま
た
は
０
３
・
６
７
０
０
・
１

１
６
５
）」
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
１
月
19
日
㈯
10
時
～
16
時

◦
場
所
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
久
留
米

◦
内
容
＝
示
談
書
・
損
害
賠
償
請
求

書
等
の
作
成
、
保
険
請
求
手
続
等

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
行
政
書
士
会

（
☎
０
９
２
・
６
４
１
・
２
５
０
１
）

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育

館
や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
利
用
者
の

会
（
前
も
っ
て
団
体
登
録
が
必
要
）

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《
２
月
利
用
者
の
会
》

◦
期
日
＝
１
月
19
日
㈯

◦
時
間・学
校
名
＝
13
時
30
分
（
福

島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
）、
14
時

15
分
～（
八
幡
小
、岡
山
小
、西
中
）、

15
時
～（
上
妻
小
、三
河
小
、南
中
）、

15
時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
福
岡
県
立
高
校
定
時
制
課
程

で
は
満
20
歳
以
上
の
希
望
者
に
対

し
、
学
力
検
査
を
行
わ
ず
作
文
に

て
入
学
者
選
抜
を
行
う
特
例
措
置

を
実
施
し
て
い
ま
す
（
一
部
学
校
を

除
く
）。
こ
れ
か
ら
勉
強
を
始
め
て
、

高
卒
資
格
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る

人
の
入
学
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
志
願
資
格
＝
平
成
25
年
４
月
１

日
現
在
満
20
歳
以
上
の
人

◦
願
書
配
布
場
所
＝
志
願
先
高
校

◦
願
書
受
付
期
間
＝
２
月
18
日
㈪

～
25
日
㈪
※
最
終
日
は
正
午
ま
で

◦
試
験
＝
３
月
12
日
㈫
・
13
日
㈬

※
作
文
に
加
え
て
面
接
を
行
う
学

校
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
志
願
校

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
教
育
庁
高
校

教
育
課
（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３

９
０
４
）
ま
た
は
志
願
先
校

◦
対
象
＝
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
お

お
む
ね
60
デ
シ
ベ
ル
以
上
の
人
の
う

ち
、
補
聴
器
等
の
使
用
に
よ
っ
て
も

通
常
の
話
し
声
を
解
す
る
こ
と
が

不
可
能
ま
た
は
著
し
く
困
難
な
人

①
３
歳
児
（
平
成
21
年
４
月
２
日

～
平
成
22
年
４
月
１
日
生
）
で
入

学
を
希
望
す
る
人

②
４
～
５
歳
児
（
平
成
19
年
４
月

２
日
～
平
成
21
年
４
月
１
日
生
）

で
編
入
学
を
希
望
す
る
人

◦
募
集
期
間
＝
１
月
28
日
㈪
～
２

月
８
日
㈮
平
日
９
時
～
17
時
※
２

月
８
日
は
16
時
ま
で
　

◦
検
査
日
＝
２
月
20
日
㈬

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校

（
☎
０
９
４
２
・
４
４
・
２
３
０
４
）

４月に八女市立小・中学校に入
学する新１年生に ｢入学通知

書」をお届けします。この通知書が
１月末までに届かないときや、転居
などで学校が変わる予定の人は、学
校教育課へ連絡してください。なお、
私立や国立、県立の小・中学校に入
学する場合は「入学許可証」か「合
格通知書」を提出してください。
✿小学校入学式＝４月１０日㈬
※上陽北汭学園小学校については、
中学校との合同入学式のため４月９
日㈫です。
✿中学校入学式＝４月９日㈫
✿問い合わせ＝学校教育課

（☎２３・１９５４）

新入学の児童・
生徒に入学通知
書を届けます

✿

✿

✿

✿

✿

就
業
支
援
講
習
会

年
金
相
談

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

親
と
子
の
な
や
み
相
談

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

20
歳
以
上
対
象
定
時
制
高
校

入
試
特
別
措
置

久
留
米
聴
覚
特
別
支
援
学
校

幼
稚
部
入
学
者

行
政
書
士
交
通
事
故
無
料
相
談



広報やめ　2013.1.121

無料法律相談
◦1月17日㈭（1/7 予約開始）、2 月7日㈭
　（1/25 予約開始）13:00～16:00 ／
　※予約・法務局八女支局☎２３・２６０３
◦1 月11日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　社会福祉会館　※予約☎ 23・0294
◦1 月18 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／
　ふじの里（黒木）※予約☎４２・２１３１
◦1 月 25 日㈮ 13:30 ～ 16:00 ／地域
    福祉センター（上陽）※予約☎５４・３００３
◦ 1 月 18 日 ㈮ 10:00 ～ 12:00／八女
　商工会議所　※予約☎２２・５１６１
男女共同参画推進支援委員相談
◦1月10日㈭13:30 ～ 16:30※予約
　男女共同参画・生涯学習課☎23・1314
女性相談
◦1月21日㈪９:30 ～ 11:30
　／働く婦人の家(立花）
障害者等相談支援センターリーベル出張相談
◦1月15日㈫10:00 ～11：00/黒木総合支
所／問い合わせ＝リーベル☎22・2610
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦1月4日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
行政相談（総務課☎２３・１１１１）
◦1月16日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦1月16日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦1月7日㈪13:00 ～ 16:00
　／立花市民センター
司法書士相談（社協☎２３・０２９４）
◦1月11日㈮13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
◦1月18日㈮13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
心配ごと相談（社協☎２３・０２９４）
◦1月16日㈬、30日㈬13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦1月9日㈬、23日㈬13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦1月16日㈬9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦1月9日㈬、23日㈬9:30 ～ 12:00　

　／かがやき（立花）
税務相談
◦1月15日㈫10:00～15:00/商工会議所
社会保険個別相談
◦1月16日㈬10:00～15:00/商工会議
　所※久留米年金事務所へ要予約
　☎0942・33・6215
不動産相談
◦1月23日㈬13:00 ～ 15:00
　／商工会議所
経営支援相談会（中小企業診断士による巡回アドバイス）
◦毎週月曜日13:30 ～ 16:30/商工会
　議所※予約☎２２・５１６１
補聴器の修理と相談（福祉課☎23・1335）
◦1月15日㈫13:00 ～ 14:30
　／八女市役所206会議室
◦1月10日㈭９:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦1月11日㈮・15日㈫10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦1月15日㈫10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦1月24日㈭10:00 ～ 12:00
　／星野支所
家庭児童相談室
◦平日９:30 ～ 16:00 ／市役所内
　※予約（☎２３・１４４８）
◦毎週火曜10:00 ～ 16:00 ／黒木総合
　支所　※予約（☎２３・１４４８）
こころの健康相談
◦毎週月曜日14:30 ～ 16:00
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
　（八女総合庁舎）※予約☎0944・72・2176
エイズ検査　　とエイズ電話相談
◦毎週月曜14:00 ～ 15:00 ／南筑後保
　健福祉環境事務所分庁舎（八女総
　合庁舎）※予約☎0944・72・2812
弁護士多重債務相談
◦毎週火曜13:30 ～ 16:00 ／社会福祉
   会館　※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦月～金曜８:30～16:30 ／八女市役所
消費生活相談窓口☎23・1183
◦毎週水曜9:00～16:00 ／黒木総合

支所１階第３相談室☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦1月15日㈫13:00～16:00 ／八女市役所
消費生活相談窓口  ※予約☎23・1183

教育相談
◦平日９:00～17:00／八女市教育研究
　所※予約☎０１２０・７８４・１１０
教育相談
◦無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　※予約☎０９４２・５２・４９４９
交通事故相談
◦平日９:15 ～ 17:00／日本損害保険協
会そんぽADRセンター　ナビダイヤル
※全国共通（☎0570・022808）
犯罪被害者相談電話
◦平日９:00 ～ 17:45 ／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
◦平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉
環境事務所（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
◦平日９:00 ～ 12:00、13:00 ～ 17:00/
福岡財務支局 ※予約☎０９２・４１１・７２９１
クレジット・サラ金・ヤミ金・違法年金担保相談
◦平日18:00 ～ 20:00 ／福岡県青年司
法書士協議会（☎０９２・７２４・９５０５）
労働トラブル電話相談
◦毎週火曜日20:00 ～ 21:00 ／福岡県青
年司法書士協議会（☎092・724・9505）
高齢者総合相談窓口（平日8:30 ～ 17:15）

【地域包括支援センター】
◦八女市地域包括（本所内）☎23・1203
◦八女市東部地域包括（黒木総合支
所内）☎４２・１１１９

【高齢者相談センター】
◦社会福祉協議会（☎23・0294）
◦上陽支所（☎54・3629）
◦黒木支所（☎42・2131）
◦立花支所（☎37・0036）
◦矢部支所（☎47・3123）
◦星野支所（☎52・3165）

火災出火件数   1件 （  33件）
救急出動件数 239件  （2,793件）
救急搬送人数 216人 （2,709人）

人身事故発生件数 43件 （439件）
傷　　者 64人 （592人）
死　　者 0人 （5人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 68,865 (-33)
男 32,436  (-22)
女 36,429  (-31)

世帯数 24,167  ( 29)
　※（　）内は前月比

出生 37 人 転出 203人
転入 213 人 死亡 80人

相談はお気軽にどうぞ

◦市県民税（第4期）
◦国民健康保険税（第7期） 
◦介護保険料（第7期） 
◦後期高齢者医療保険料（第7期） 
◦住宅家賃 ◦保育料 ▼ 11 月の交通事故の状況

▼ 11 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（12 月1日現在）

▼11月の異動
納期限・口座振替日は1月31日木

※納税は、安全便利な口座振替をご利用くださ
い。納期限内の納付にご協力ください。遅れる
と延滞金が加算されることになります。※納付
書をなくされた人は担当課へご連絡ください。

電 話 相 談

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

予
約

１
月
に

納
め
る
も
の



●問い合わせ　八女市役所文
化課（☎23・1982）

毎
年
１
月
17
日
の
夜
に
八
女

市
柳
島
の
観
音
堂
前
で
「
柳
島
の

十
七
夜
」(

あ
め
が
た
ま
つ
り)

が

行
わ
れ
ま
す
。８
０
０
年
ほ
ど
前
、

黒
木
城
主
の
正
室
が
矢
部
川
に
身

を
投
げ
た
際
、
抱
い
て
い
た
観
音

像
が
柳
島
に
流
れ
着
き
ま
し
た
。

こ
の
観
音
像
を
引
き
上
げ
た
の
が

あ
め
が
た
売
り
で
あ
り
、
あ
め
が

た
売
り
は
す
ぐ
藁
束
を
た
い
て
観

音
像
を
暖
め
あ
め
が
た
を
供
え
ま

し
た
。こ
れ
が「
柳
島
の
十
七
夜
」

の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

祭
り
が
近
く
な
る
と
、
座
元
全

員
で
高
さ
10
数
㍍
の
巨
大
な
円
す

い
型
の
「
ほ
っ
け
ん
ぎ
ょ
」
を
作
り

ま
す
。
そ
し
て
、祭
り
当
日
の
夜
、

観
音
堂
の
お
灯
明
の
火
を
「
だ
ま

し
」
と
呼
ば
れ
る
小
形
の
「
ほ
っ

け
ん
ぎ
ょ
」
に
点
火
、
こ
の
火
を

藁
束
に
移
し
、「
ほ
っ
け
ん
ぎ
ょ
」

に
点
火
し
ま
す
。
火
が
と
も
さ
れ

る
と
、
人
々
は
１
年
の
無
病
息
災

を
願
い
、「
ほっけ
ん
ぎ
ょ
」
が
夜
空

を
こ
が
し
な
が
ら
燃
え
尽
き
る
と

祭
り
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
「
柳
島
の
十
七
夜
」
の
際

に
作
ら
れ
る
「
ほっ
け
ん
ぎ
ょ
」
を

燃
や
す
行
事
に
よ
く
似
た
も
の
が

市
内
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

｢

ど
ん
ど
焼
き｣

「
鬼
火
焚
き
」

「
左さ

ぎ
ち
ょ
う

義
長
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

名
前
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
行
事
で
は
、
長
い
竹
を
組
ん

で
立
て
、
そ
の
年
に
飾
っ
た
門
松

や
し
め
飾
り
や
書
き
初
め
等
を
焼

き
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
残
り
火
で

お
も
ち
を
焼
い
て
食
べ
、
無
病
息

災
を
お
祈
り
す
る
地
域
も
あ
り
ま

す
。
同
じ
行
事
で
も
さ
ま
ざ
ま
な

名
前
が
あ
り
と
て
も
面
白
い
で
す

ね
。
他
に
も
「
お
ー
ね
び
た
き
」
や

「
さ
ぎ
っ
ち
ょ
」
と
言
う
所
も
あ

る
そ
う
で
す
よ
。
皆
さ
ん
の
地
域

で
は
な
ん
と
呼
ば
れ
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。

※本ページ右下のサービス券を
ふくちゃん食堂(観光物産館とき
めき内)でだご汁を購入の際に
持参されると50円引きします。
※先着30人

茶
の
く
に　
　
　
　
　

◇26

柳
島
の
十
七
夜
（
あ
め
が
た
ま
つ
り
）

よ
か
　
　

と
こ
巡
り

観光振興課 やまぐち

▼
今
年
は
巳
年
。蛇
は
脱

皮
す
る
こ
と
か
ら
「
復
活
と

再
生
」の
象
徴
と
も
言
わ
れ
て
い

る
そ
う
で
、九
州
北
部
豪
雨
か
ら

の
復
興
と
再
生
を
期
す
に
は
格

好
の
年
の
よ
う
で
す
。祭
り
や
イ

ベ
ン
ト
で
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の

笑
顔
に
出
会
え
る
年
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
（
Ｍ・Ｍ
）

▼
八
女
市
上
陽
町
に
ル
ー
ツ
を

持
つ
米
議
会
の
重
鎮
・
ダ
ニエ
ル

井
上
上
院
議
員
の
突
然
の
訃
報

に
驚
い
て
い
ま
す
。
日
米
の
た
め

に
こ
れ
か
ら
も
活
躍
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
。お

元
気
で
お
ら
れ
る
な
ら
ば
、ぜ
ひ

も
う
一
度
八
女
に
も
里
帰
り
し

て
い
た
だ
き
た
か
っ
た
で
す
。
義

務
と
名
誉
を
貫
い
た
氏
の
生
涯

に
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、ご

冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す（
Ｋ・Ｓ
）

編
集
後
記

～ あたらしい郷
く に

土づくり ～
ふるさとの恵みを生かし

安心して心ゆたかに暮らせる
交流都市 八女

広報
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♬♪♪♬♩♪♬♩♪♩♬♩♪♬ ふく
ちゃ
ん食
堂だ
ご汁
50円
引き

（物
産館
とき
めき
内）

先着
30
人

H2
5.1
.31

有
効
期
限茶のくに サ

ービス券

♪♩♬♪♪♬♩♪♩♬♪♪♬♩♪♬♩♪♩
♬♩♬　♪♪♬♩

♪♩♬　♪♪♬♩♪♩♬♪♪♬♩♪♬♩♪♩ＦＭ ＹＡＭＥ 80.1MHz　NOW ON ＡＩＲ! ＦＭ八女制作番組　「がまだすワイド 801」 
毎週月曜～金曜　13：00 ～15：00 生放送！
※20:30～22:10まで毎日再放送しています。

祝
１
歳
‼
お
誕
生
日
お
め
で

と
う
♡
い
つ
も
笑
顔
で
元
気

に
育
っ
て
ね
♡

み
ー
ち
ゃ
ん
１
歳
お
め
で
と

う
！
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で
大
き

く
育
っ
て
ね
♡

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
‼

こ
れ
か
ら
も
素
敵
な
笑
顔
を

た
く
さ
ん
届
け
て
ね
。

た
く
さ
ん
の
人
か
ら
か
わ
い

が
っ
て
も
ら
え
ま
す
よ
う
に
♡

１
歳
お
め
で
と
う
☆

笑
顔
い
っ
ぱ
い
元
気
い
っ
ぱ

い
育
っ
て
ね
♪

１
歳
の
誕
生
日
お
め
で
と
う
☆

お
姉
ち
ゃ
ん
に
負
け
な
い
、

元
気
な
子
に
育
っ
て
ね
‼

い
お
ち
ゃ
ん
１
歳
お
め
で
と

う
♡
素
敵
な
笑
顔
で
す
く
す

く
育
っ
て
ね
♡

お
兄
ち
ゃ
ん
達
が
大
好
き
な

子
竜
♡
た
く
さ
ん
遊
ん
で
大

き
く
な
っ
て
ね
！

毎
日
た
く
さ
ん
の
笑
顔
を
あ

り
が
と
う
♡
こ
れ
か
ら
も
素

敵
な
笑
顔
で
ね
！

杏
ち
ゃ
ん
お
め
で
と
う
！

お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
元
気

に
す
く
す
く
育
っ
て
ね
！

圭
史
く
ん
１
歳
お
め
で
と
う
。

元
気
い
っ
ぱ
い
す
く
す
く

育
っ
て
ね
‼

木下 瑛
え い た

太ちゃん

玉井 美
み お

緒ちゃん

野田 航
こうへい

平ちゃん

上野 桔
きっぺい

平ちゃん

中垣 陸
りく

ちゃん

江田 日
ひ ば り

羽莉ちゃん

外山 伊
い お

桜ちゃん

祝原 子
しりゅう

竜ちゃん

古賀 縁
ゆかり

ちゃん

長野 杏
あ ん な

奈ちゃん

佐野 圭
け い し

史ちゃん

Ｈ24年1月4日生（星野村）

Ｈ24年1月16日生（室岡）

Ｈ24年1月23日生（蒲原）

Ｈ24年1月8日生（星野村）

Ｈ24年1月18日生（馬場）

Ｈ24年1月27日生（吉田）

Ｈ24年1月9日生（本村）

Ｈ24年1月20日生（星野村）

Ｈ24年1月29日生（本）

Ｈ24年1月13日生（馬場）

Ｈ24年1月20日生（本）

おたんじょうびおめでとう

満１歳のお子さまの写真を募集
しています。名前・生年月日・
住所・簡単なコメント（30字以内）
を添えて、誕生日前月の7日まで
に直接お持ちいただくか、郵送
でお申し込みください。応募多
数の場合は先着順となります。
●申し込み＝市長公室秘書広報
係（☎23・1110）


